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１．調査の概要 

（１）調査目的 

 「第２次西脇市男女共同参画基本プラン～パートナー～」の見直しと、今後の男女共同参

画の施策を進めるための基礎資料とする目的で実施しました。 

 

（２）調査対象 

本市にお住まいの満 18歳以上の方の中から 2,000人を、住民基本台帳より無作為に抽出しまし

た。 

 

（３）調査時期 

令和２年 10月 30日～11月 20日 

 

（４）調査方法 

郵送配布、郵送回収により実施しました。 

 

（５）調査票配布・回収の状況 

対象者数・配布数 
回収数 

（回収率） 

有効回収数 

（有効回収率） 

2,000 
738 

（36.9％） 

737 

（36.9％） 

 

（６）報告書の見方 

（ア）集計結果は、すべて小数点以下第２位を四捨五入しており、比率の合計が 100％とならない

ことがあります。 

（イ）複数の回答を依頼した質問では、比率の合計が 100％とならない場合があります。 

（ウ）回答比率（％）は、その質問の回答者数を基数（N＝Number of case）として算出していま

す。 

（エ）本文中の表などにおいて、選択肢が長い文章となる際に簡略化している場合があります。 

（オ）一部の設問において、令和元年度第２回県民モニターアンケート調査「男女共同参画に関

する意識調査」の調査結果（以下、県調査）との比較を行っています。ただし、設問や選択

肢等が一致していない場合は考察に留意が必要です。 
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0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=737)

女性(N=432)

男性(N=296)

２．単純集計結果 

（１）回答者の属性 

【性別】 

問１．あなたの性別は。（○は１つ） 

回答者の性別をみると、「女性」（58.6％）が多く、次いで「男性」（40.2％）、「答えたくない」

（0.5％）となっています。 

図表 問１ 性別 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢】 

問２．あなたの年齢（記入日の時点で）は。（○は１つ）  

 回答者の年齢をみると、「60～69歳」（21.7％）が最も多く、次いで「40～49歳」（19.0％）、「50

～59歳」（16.7％）となっており、50歳以上が５割以上となっています。 

図表 問２ 年齢別構成 
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【居住地域】 

問３．あなたのお住まいの地区は。（○は１つ） 

 回答者の居住地域をみると、「西脇地区」（17.6％）が最も多く、次いで「重春地区」（17.2％）、

「黒田庄地区」（15.9％）となっています。 

図表 問３ 居住地域 
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40～49歳(N=50)

50～59歳(N=45)

60～69歳(N=69)

70歳以上(N=47)

男
性

女
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【婚姻状況】 

問４．あなたは結婚（事実婚を含みます）していますか。（○は１つ） 

 回答者の婚姻状況をみると、「結婚している（配偶者・パートナーあり）」（65.4％）が最も多く、

次いで「結婚していない」（23.5％）、「結婚したが、離別または死別した」（10.9％）となっていま

す。 

図表 問４ 婚姻状況 
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53.2%
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

乳幼児（３歳未満）

幼児（３歳以上の未就学児）

小学生

中学生

高校生以上の生徒・学生

社会人

無回答

(N=513)

【子どもの状況】 

問５．あなたにはお子さん（別居を含みます）がいますか。（○は１つ） 

 回答者の子どもの状況をみると、「いる」が 69.6％、「いない」が 29.4％となっています。 

図表 問５ 子どもの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【末子の年齢】 

問５．で、「1．いる」に○をつけた方におたずねします。 

問５-１．一番下のお子さんは次のどれにあたりますか。（○は１つ）   

 回答者の末子の年齢をみると、「社会人」（53.2％）が最も多く、次いで「高校生以上の生徒・学

生」（12.9％）、「小学生」（10.1％）となっています。 

図表 問５－１ 末子の年齢 
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【世帯状況】 

問６．あなたの世帯状況は。（○は１つ） ※夫婦は事実婚を含みます。 

 回答者の世帯状況をみると、「二世代世帯（親と子）」（49.0％）が最も多く、次いで「一世代世

帯（夫婦のみ）」（22.8％）、「三世代世帯（親と子と孫）」（17.8％）となっています。 

図表 問６ 世帯状況 
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（２）職業生活について 

【回答者と配偶者またはパートナーの職業】 

問７．あなたと、配偶者またはパートナーの職業等は何ですか。（○はそれぞれ１つずつ） 

（Ａ）回答者の職業等 

 回答者の職業をみると、「正社員・正職員（常勤）」（36.6％）が最も多く、次いで「パート・ア

ルバイト」（19.4％）、「専業主婦・主夫」（12.3％）となっています。前回調査と比較すると「正社

員・正職員（常勤）」が 9.7ポイント少なくなり、「専業主婦・主夫」が 11.4ポイント多くなって

います。 

性別、年代別にみると、「パート・アルバイト」は女性（26.4％）が男性（9.5％）より 16.9ポ

イント多くなっており、女性の 30歳代～50歳代では３割を超えています。 

図表 問７ 回答者の職業 
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30～39歳(N=20)

40～49歳(N=33)

50～59歳(N=36)

60～69歳(N=55)

70歳以上(N=37)

女
性

男
性

（Ｂ）配偶者またはパートナーの職業等 

 配偶者またはパートナーの職業をみると、「正社員・正職員（常勤）」（39.8％）が最も多く、次

いで「パート・アルバイト」（14.7％）、「自営業・会社経営」（12.7％）となっています。 

性別にみると、女性では「正社員・正職員（常勤）」（52.4％）、男性では「パート・アルバイト」

（30.1％）がそれぞれ最も多くなっています。 

図表 問７ 配偶者またはパートナーの職業 
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4.7%

5.6%

2.4%

7.5%

1.6%

1.4%

1.6%

5.5%

33.3%

4.3%

5.7%

8.3%

8.9%

7.5%

11.1%

16.9%

15.2%

16.2%

18.2%

43.2%

9.4%

17.6%

11.1%

9.1%

33.3%

21.7%

25.7%

12.5%

17.8%

18.9%

11.1%

77.2%

75.8%

80.1%

73.4%

56.8%

85.9%

79.7%

85.7%

85.5%

33.3%

73.9%

65.7%

77.1%

73.3%

73.6%

77.8%

0.8%

1.7%

0.7%

0.9%

1.6%

1.4%

2.9%

2.1%

0.4%

1.7%

0.7%

1.6%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=514)

前回(N=231)

女性(N=296)

男性(N=214)

29歳以下(N=37)

30～39歳(N=64)

40～49歳(N=74)

50～59歳(N=63)

60～69歳(N=55)

70歳以上(N=3)

29歳以下(N=23)

30～39歳(N=35)

40～49歳(N=48)

50～59歳(N=45)

60～69歳(N=53)

70歳以上(N=9)

男
性

女
性

【ワーク・ライフ・バランスの希望と現実】 

問７の「あなたの職業等」で、「１．」～「５．」のいずれかに○をつけた方におたずねします。 

問7-1．「職場での仕事」と「生活（趣味や家庭での時間など）」の調和を図る『ワーク・ライ

フ・バランス』という考え方がありますが、日々の暮らしの中での時間の使い方について、

「希望」と「現実」をお答えください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 「希望」のワーク・ライフ・バランスについてみると、「仕事と生活をバランスよく」（77.2％）

が最も多く、次いで「生活（趣味や家庭での時間など）を優先」（16.9％）、「仕事を優先」（4.7％）

となっています。 

性別、年代別にみると、女性の 29 歳以下では「生活（趣味や家庭での時間など）を優先」が

43.2％と多くなっています。 

図表 問７－１ ワーク・ライフ・バランスの希望 
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43.2%

58.0%

41.2%

45.8%

45.9%

35.9%

41.9%

42.9%

38.2%

100.0%

34.8%

48.6%

52.1%

55.6%

37.7%

33.3%

6.8%

5.6%

7.8%

5.6%

8.1%

7.8%

12.2%

3.2%

7.3%

4.3%

5.7%

4.2%

2.2%

11.3%

39.7%

27.3%

40.9%

37.9%

32.4%

46.9%

33.8%

42.9%

49.1%

43.5%

31.4%

31.3%

35.6%

45.3%

44.4%

7.6%

6.9%

7.8%

7.5%

8.1%

7.8%

10.8%

7.9%

3.6%

8.7%

11.4%

8.3%

2.2%

5.7%

22.2%

2.7%

2.2%

2.4%

3.3%

5.4%

1.6%

1.4%

3.2%

1.8%

8.7%

2.9%

4.2%

4.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=514)

前回(N=231)

女性(N=296)

男性(N=214)

29歳以下(N=37)

30～39歳(N=64)

40～49歳(N=74)

50～59歳(N=63)

60～69歳(N=55)

70歳以上(N=3)

29歳以下(N=23)

30～39歳(N=35)

40～49歳(N=48)

50～59歳(N=45)

60～69歳(N=53)

70歳以上(N=9)

男
性

女
性

 「現実」のワーク・ライフ・バランスについてみると、「仕事を優先」（43.2％）が最も多く、次

いで「仕事と生活をバランスよく」（39.7％）、「わからない」（7.6％）となっており、「希望」の場

合と比べて、「仕事優先」をしている人が多い状況がわかります。前回調査と比較すると、「仕事

と生活をバランスよく」が 12.4ポイント多くなっています。 

性別、年代別にみると、女性の 30～39歳、60～69歳、男性の 29歳以下と 60歳以上では「仕事

と生活をバランスよく」が最も多くなっています（女性の 50～59歳は「仕事を優先」と「仕事と

生活をバランスよく」が同率（42.9％）で最も多くなっています）。 

図表 問７－１ 仕事と生活のバランスの現実 
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無
回
答

11.8%

5.8%

17.1%

1.7%

5.6%

3.6%

8.5%

0.6%

0.7%

0.9%

2.8%

2.9%

4.3%

1.7%

1.7%

1.7%

7.9%

4.3%

9.4%

5.1%

0.7%

48.9%

59.4%

35.0%

76.3%

1.1%

4.3%

0.9%

1.7%

16.9%

13.0%

19.7%

11.9%

2.8%

5.1%

2.6%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=178)

前回(N=138)

女性(N=117)

男性(N=59)

【会社等に勤めていない理由】 

問７の「あなたの職業等」で、「６．専業主婦・主夫」または「７．無職」に○をつけた方にお

たずねします。 

問7-2．あなたが会社等にお勤めされていない主な理由は何ですか。（○は１つ） 

 会社等に勤めていない理由についてみると、「その他」を除いて、「定年、高齢だから」（48.9％）

が最も多く、次いで、「家事・育児・介護に専念したいから」（11.8％）となっています。「その他」

の理由として、「体調が悪いので」等、体調不良や病気療養に関する内容が多くなっています。前

回調査と比較すると「家事・育児・介護に専念したいから」が 6.0ポイント多くなっています。 

性別にみると、男性では「定年、高齢だから」が７割以上を占めていますが、女性では「家事・

育児・介護に専念したいから」（17.1％）、「就職先を探しているが、見つからないから」（9.4％）

なども多くなっています。 

図表 問７－２ 会社等に勤めていない理由 
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無
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答

15.2%

10.9%

17.1%

11.9%

18.0%

11.6%

25.6%

3.4%

43.8%

46.4%

35.0%

61.0%

16.9%

23.9%

16.2%

18.6%

6.2%

7.2%

6.0%

5.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=178)

前回(N=138)

女性(N=117)

男性(N=59)

【今後の就労希望】 

問7-3．今後、仕事をしたいと思いますか。（○は１つ） 

 今後の就労希望についてみると、「したいと思わない」（43.8％）が最も多く、次いで「将来し

たい」（18.0％）、「わからない」（16.9％）となっています。就労希望がある人（「すぐにでもした

い」と「将来したい」の合計）は全体では 33.2％で、女性（42.7％）が男性（15.3％）より 27.4

ポイント多くなっています。前回調査と比較すると、就労希望がある人は 10.7ポイント多くなっ

ています。 

図表 問７－３ 今後の就労希望 
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0.3%

0.9%

0.7%

2.2%

2.6%

32.6%

38.1%

33.1%

32.4%

17.5%

35.0%

43.8%

35.1%

27.8%

35.9%

26.7%

23.7%

40.0%

26.7%

37.7%

34.0%

57.4%

50.6%

57.2%

57.1%

80.7%

57.5%

50.6%

53.2%

61.1%

35.9%

68.9%

68.4%

56.0%

60.0%

49.3%

46.8%

3.4%

5.6%

4.2%

2.4%

1.8%

5.0%

4.5%

3.9%

5.6%

2.6%

2.2%

5.3%

2.0%

4.4%

1.4%

6.4%

4.8%

5.6%

7.4%

2.5%

1.1%

7.8%

5.6%

25.6%

2.0%

8.9%

11.6%

19.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=737)

前回(N=231)

女性(N=432)

男性(N=296)

29歳以下(N=57)

30～39歳(N=80)

40～49歳(N=89)

50～59歳(N=77)

60～69歳(N=90)

70歳以上(N=39)

29歳以下(N=45)

30～39歳(N=38)

40～49歳(N=50)

50～59歳(N=45)

60～69歳(N=69)

70歳以上(N=47)

男
性

女
性

【育児と介護休業の取得】 

問８．全ての方におうかがいします。 

家庭で育児や介護が必要なとき、共働きの夫婦が育児休業や介護休業を取る場合、どうする

のがよいと思いますか。それぞれについてお答えください。 

 育児休業の取得についてみると、「夫も妻も同じように取るのがよい」（57.4％）が最も多く、

次いで「妻が取るのがよい」（32.6％）、「その他」（3.4％）となっており、前回調査と比較すると

「夫も妻も同じように取るのがよい」が 6.8ポイント多くなっています。 

性別、年代別にみると、「夫も妻も同じように取るのがよい」は 30歳代～50歳代では男性が女

性より多くなっています。また、女性の 29 歳以下では「夫も妻も同じように取るのがよい」が

80.7％となっています。 

図表 問８－１ 育児休業の取得について 
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16.0%
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14.9%
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91.2%
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84.4%

79.7%

68.1%

3.8%

7.4%
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2.7%

3.5%
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4.5%

6.5%

5.6%

2.6%

4.4%

5.3%

2.0%

4.4%

1.4%
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2.2%

4.6%

4.7%

1.8%

2.5%

1.1%

3.9%

4.4%
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2.2%

2.0%

4.4%

2.9%

17.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=737)

前回(N=231)

女性(N=432)

男性(N=296)

29歳以下(N=57)

30～39歳(N=80)

40～49歳(N=89)

50～59歳(N=77)

60～69歳(N=90)

70歳以上(N=39)

29歳以下(N=45)

30～39歳(N=38)

40～49歳(N=50)

50～59歳(N=45)

60～69歳(N=69)

70歳以上(N=47)

男
性

女
性

 介護休業の取得についてみると、「夫も妻も同じように取るのがよい」（83.2％）が最も多く、

次いで「妻が取るのがよい」（7.9％）、「その他」（3.8％）となっており、前回調査と比較すると

「夫も妻も同じように取るのがよい」が 9.2ポイント多くなっています。 

性別、年代別にみると、男女ともに 40歳未満では「夫も妻も同じように取るのがよい」が約９

割を占めています。また、男性の 30～39歳では「夫も妻も同じように取るのがよい」が 94.7％と

なっています。 

図表 問８－２ 介護休業の取得について 
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9.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

育児休業

介護休業

（参考：県調査） 

 県調査では、選択肢が異なるため単純に比較できませんが、育児休業、介護休業ともに「夫と

妻が交代でとる」が最も多く７割以上となっており、本市調査の結果と同様に夫婦が協力して育

児・介護休業を取得することを希望する人が多い様子がうかがえます。また、本市調査の結果と

同様に、育児休業は妻が取得するのがよいと考える人が介護休業の場合よりも多くなっています。 

図表 参考：県調査 共働き夫婦の育児・介護休業のあり方 
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6.4%

1.8%

15.8%

8.2%

2.7%

19.3%

15.2%

6.2%

33.3%

32.2%

39.8%

17.5%

32.2%

47.8%

1.2%

3.5%

4.7%

1.8%

10.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=171)

女性(N=113)

男性(N=57)

【１日に家事・育児に費やす時間】 

問９．現在、中学生以下のお子さんを子育て中の方におたずねします。 

あなたが１日に家事・育児に費やす時間はどのくらいですか。（○は１つ） 

 １日に家事・育児に費やす時間についてみると、「２時間～４時間未満」（32.2％）が最も多く、

次いで「４時間以上」（32.2％）、「１時間～２時間未満」（15.2％）となっています。 

性別にみると、女性では「４時間以上」（47.8％）が最も多く、２時間以上が８割を超えている

のに対して、男性では２時間未満が６割以上を占めています。 

図表 問９ １日に家事・育児に費やす時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：県調査） 

 県調査をみると、女性の家事・育児に費やす時間は本市調査の結果と同様に４時間以上が最も

多くなっています。また、男女ともに「ほとんどない」が本市調査の結果より多く、男性では 35.7％

となっており「30 分未満」（13.7％）と「ほとんどない」を合わせると 49.4％となっています。

県に比べると本市の男性の家事・育児に費やす時間は長いことがわかります。 

図表 参考：県調査 家事・育児に費やす時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※県調査は全体の集計結果非公表となっています。 
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け
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結

婚

す

る

ま

で

は

仕

事

を
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け
、

結

婚

と

と

も

に
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る
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女

性

は

仕

事

を

し

な

い

ほ

う

が

よ

い

そ
の

他

わ

か
ら

な
い

無
回

答

42.7%

28.8%

43.3%

41.9%

38.6%

42.5%

48.3%

41.6%

51.1%

25.6%

42.2%

39.5%

54.0%

44.4%

42.0%

25.5%

34.5%

40.6%

34.5%

34.8%

35.1%

32.5%

38.2%

32.5%

31.1%

41.0%

37.8%

18.4%

28.0%

37.8%

42.0%

40.4%

2.8%

3.8%

1.9%

4.4%

1.8%

2.5%

1.1%

2.6%

5.1%

6.7%

5.3%

2.0%

4.4%

2.9%

6.4%

1.1%

0.8%

0.5%

2.0%

1.8%

1.3%

4.3%

6.4%

0.9%

1.3%

1.2%

0.7%

1.8%

1.3%

2.2%

2.6%

5.3%

6.9%

8.3%

7.9%

5.7%

5.3%

12.5%

3.4%

9.1%

10.0%

5.1%

2.2%

21.1%

2.0%

6.7%

4.3%

2.1%

7.9%

8.3%

7.9%

7.8%

14.0%

7.5%

7.9%

10.4%

2.2%

7.7%

8.9%

10.5%

12.0%

6.7%

4.3%

6.4%

3.1%

8.1%

3.0%

2.7%

1.8%

1.3%

1.1%

2.6%

3.3%

12.8%

2.2%

2.0%

12.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=737)

前回(N=372)

女性(N=432)

男性(N=296)

29歳以下(N=57)

30～39歳(N=80)

40～49歳(N=89)

50～59歳(N=77)

60～69歳(N=90)

70歳以上(N=39)

29歳以下(N=45)

30～39歳(N=38)

40～49歳(N=50)

50～59歳(N=45)

60～69歳(N=69)

70歳以上(N=47)

女
性

男
性

【女性が仕事をすることについて】 

問10．女性が仕事をすることについて、あなたはどうお考えですか。（○は１つ） 

 女性が仕事をすることについてみると、「結婚（事実婚を含む）や出産、育児にかかわらず、仕

事を続けるほうがよい」（42.7％）が最も多く、次いで「結婚しても仕事を続け、子どもができた

ら辞めて、大きくなったら再び仕事をするほうがよい」（34.5％）、「わからない」（7.9％）となっ

ています。前回調査と比較すると「結婚（事実婚を含む）や出産、育児にかかわらず、仕事を続け

るほうがよい」が 13.9ポイント多くなっています。 

図表 問 10 女性が仕事をすることについて 
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結
婚
を
機
に
仕

事
を
辞
め
た

出
産
を
機
に
仕

事
を
辞
め
た

家
族
の
介
護
を

機
に
仕
事
を
辞

め
た

そ
の
他
の
理
由

で
仕
事
を
辞
め

た

以
前
か
ら
仕
事

を
し
て
い
な
い

仕
事
を
辞
め
た

こ
と
は
な
い

無
回
答

13.8%

12.1%

22.9%

0.7%

3.5%

32.5%

18.0%

31.2%

24.4%

23.1%

2.2%

2.1%

16.3%

10.5%

25.9%

2.7%

12.3%

22.5%

33.7%

36.4%

23.3%

20.5%

2.2%

2.0%

2.9%

8.5%

2.2%

4.3%

2.5%

1.7%

2.2%

2.6%

5.6%

5.1%

2.2%

5.8%

11.5%

10.8%

11.6%

11.1%

10.5%

11.3%

14.6%

5.2%

18.9%

2.6%

8.9%

15.8%

14.0%

11.1%

8.7%

10.6%

3.5%

5.9%

3.7%

2.7%

15.8%

1.3%

1.1%

2.6%

7.7%

15.6%

1.4%

43.3%

40.9%

26.9%

67.6%

42.1%

26.3%

29.2%

18.2%

24.4%

23.1%

44.4%

73.7%

72.0%

80.0%

72.5%

61.7%

9.4%

15.6%

6.5%

13.5%

15.8%

6.3%

1.1%

3.9%

3.3%

17.9%

28.9%

10.5%

12.0%

4.4%

8.7%

17.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=737)

前回(N=372)

女性(N=432)

男性(N=296)

29歳以下(N=57)

30～39歳(N=80)

40～49歳(N=89)

50～59歳(N=77)

60～69歳(N=90)

70歳以上(N=39)

29歳以下(N=45)

30～39歳(N=38)

40～49歳(N=50)

50～59歳(N=45)

60～69歳(N=69)

70歳以上(N=47)

男
性

女
性

【結婚等を機に仕事を辞めた経験】 

問11．あなたは、結婚・出産・介護を機に仕事を辞めたことはありますか。（○は１つ） 

 結婚等を機に仕事を辞めた経験についてみると、「仕事を辞めたことはない」（43.3％）が最も

多く、次いで「出産を機に仕事を辞めた」（16.3％）、「結婚を機に仕事を辞めた」（13.8％）となっ

ており、前回調査と比較すると「出産を機に仕事を辞めた」が 5.8 ポイント多くなっています。

また、結婚・出産・介護を機に仕事を辞めた人は全体では 32.3％（女性 51.3％、男性 5.1％）と

なっています。 

 性別、年代別にみると、「仕事を辞めたことはない」は女性の 29歳以下では 42.1％となってい

ますが、30歳以上の各年代では３割未満と少なくなっています。 

図表 問 11 結婚等を機に仕事を辞めた経験について 
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仕
事
を
続
け

た
い
と
思
っ

た

仕
事
を
続
け

た
い
と
は
思

わ
な
か
っ

た

一
旦
仕
事
を

辞
め
、

落
ち

着
い
た
ら
再

び
仕
事
を
し

た
い
と
思
っ

た
無
回
答

男性(N=15)

19.7%

38.0%

19.4%

26.7%

22.2%

27.3%

25.0%

16.7%

10.4%

15.8%

21.8%

54.0%

22.5%

13.3%

33.3%

15.9%

16.7%

24.1%

31.3%

21.1%

57.6%

57.7%

53.3%

44.4%

56.8%

58.3%

59.3%

56.3%

63.2%

0.8%

8.0%

0.5%

6.7%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=238)

前回(N=100)

女性(N=222)

男性(N=15)

29歳以下(N=9)

30～39歳(N=44)

40～49歳(N=48)

50～59歳(N=54)

60～69歳(N=48)

70歳以上(N=19)

女
性

【結婚等を機に仕事を辞めたときの仕事の継続意向】 

問11．で、「1．結婚を機に仕事を辞めた」、「2．出産を機に仕事を辞めた」、「3．家族の介護を機

に仕事を辞めた」のいずれかに○をつけた方におたずねします。 

問11-１．あなたはそのとき、仕事を続けたいと思いましたか。（○は１つ） 

 結婚等を機に仕事を辞めた人について仕事の継続意向をみると、「一旦仕事を辞め、落ち着いた

ら再び仕事をしたいと思った」（57.6％）が最も多く、次いで「仕事を続けたいとは思わなかった」

（21.8％）、「仕事を続けたいと思った」（19.7％）となっています。 

性別、年代別にみると、女性の 50歳未満では「仕事を続けたいと思った」が２割を超えており、

30歳代～50歳代では年代が低いほどそう思う人が多くなっています。 

図表 問 11－１ 結婚等を機に仕事を辞めたときの仕事の継続意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「一旦仕事を辞め、落ち着いたら再び仕事をしたいと思った」は今回調査で新たに設けた選択

肢です。 
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【男女がともに仕事を続けるために必要なこと】 

問12．男女がともに仕事を続けるためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 男女がともに仕事を続けるために必要なことについてみると、「職場において、男女ともに育児・

介護休業などを取りやすくする」（77.7％）が最も多く、次いで「家族で家事の分担を行う」（55.5％）、

「高齢者や病人の施設や介護サービスを充実させる」（51.7％）となっています。前回と比較する

と「職場において、男女ともに育児・介護休業などを取りやすくする」が 15.3ポイント増加して

います。 

性別、年代別、世帯別にみると、「職場において、男女ともに育児・介護休業などを取りやすく

する」に次いで多いのは女性の 60 歳未満や男性の 40 歳未満、共働き世帯では「家族で家事の分

担を行う」、40歳以上や非共働き世帯では「高齢者や病人の施設や介護サービスを充実させる」と

なっています。 
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軽
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相
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き

る

制

度
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る

パ
ー

ト

タ
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マ
ー

・

派

遣

社

員

等

の

給

与

や

労

働

条

件

を

よ

く

す

る

737 77.7% 50.5% 37.6% 51.7% 34.2% 32.0% 43.8%

372 62.4% 53.2% 34.4% - - 25.5% 36.8%

432 79.6% 51.4% 35.0% 51.2% 37.0% 31.0% 46.3%

296 74.7% 48.3% 40.9% 53.4% 30.7% 32.8% 40.9%

29歳以下 57 84.2% 56.1% 38.6% 33.3% 42.1% 21.1% 54.4%

30～39歳 80 82.5% 48.8% 28.8% 33.8% 45.0% 38.8% 51.3%

40～49歳 89 82.0% 47.2% 37.1% 58.4% 38.2% 29.2% 52.8%

50～59歳 77 74.0% 54.5% 37.7% 55.8% 24.7% 32.5% 41.6%

60～69歳 90 83.3% 56.7% 36.7% 67.8% 40.0% 27.8% 41.1%

70歳以上 39 64.1% 41.0% 28.2% 48.7% 28.2% 38.5% 30.8%

29歳以下 45 86.7% 51.1% 37.8% 35.6% 44.4% 35.6% 44.4%

30～39歳 38 68.4% 47.4% 18.4% 26.3% 18.4% 34.2% 36.8%

40～49歳 50 84.0% 56.0% 48.0% 56.0% 34.0% 32.0% 36.0%

50～59歳 45 73.3% 53.3% 53.3% 73.3% 37.8% 40.0% 51.1%

60～69歳 69 76.8% 42.0% 43.5% 62.3% 33.3% 31.9% 44.9%

70歳以上 47 55.3% 40.4% 38.3% 55.3% 14.9% 25.5% 31.9%

共働き世

帯
275 81.1% 54.9% 42.5% 53.1% 35.3% 29.5% 46.5%

非共働き

世帯
207 72.9% 47.3% 28.5% 53.6% 29.5% 29.0% 40.1%
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な

い

737 34.5% 25.4% 55.5% 27.1% 4.5% 1.5%

372 33.3% 23.9% 47.6% - 3.2% 2.7%

432 34.7% 25.9% 59.0% 28.0% 6.0% 1.2%

296 34.8% 24.7% 50.3% 25.3% 2.4% 2.0%

29歳以下 57 43.9% 45.6% 54.4% 21.1% 10.5% 1.8%

30～39歳 80 41.3% 27.5% 66.3% 30.0% 11.3% 0.0%

40～49歳 89 36.0% 27.0% 61.8% 29.2% 1.1% 1.1%

50～59歳 77 31.2% 24.7% 57.1% 27.3% 7.8% 2.6%

60～69歳 90 33.3% 21.1% 58.9% 33.3% 4.4% 0.0%

70歳以上 39 15.4% 5.1% 48.7% 20.5% 0.0% 2.6%

29歳以下 45 55.6% 31.1% 68.9% 33.3% 2.2% 2.2%

30～39歳 38 28.9% 31.6% 52.6% 13.2% 7.9% 2.6%

40～49歳 50 34.0% 32.0% 46.0% 36.0% 0.0% 6.0%

50～59歳 45 42.2% 24.4% 53.3% 28.9% 2.2% 0.0%

60～69歳 69 23.2% 17.4% 47.8% 21.7% 2.9% 1.4%

70歳以上 47 29.8% 17.0% 36.2% 17.0% 0.0% 0.0%

共働き世

帯
275 34.2% 26.5% 62.5% 25.8% 5.1% 1.1%

非共働き

世帯
207 31.4% 22.2% 50.2% 23.7% 3.9% 0.5%

前回

女性

男性

女

性

男

性

世

帯

女性

男性

女

性

男

性

世

帯

全体

全体

前回

図表 問 12 働き続けるため必要だと思うこと（複数回答） 
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や
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で
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と
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近
に
活
躍
し
て
い
る

女
性
（

ロ
ー

ル
モ
デ

ル
）

が
い
る
こ
と

仕
事
が
適
正
に
評
価
さ

れ
る
こ
と

仕
事
の
内
容
に
や
り
が

い
が
あ
る
こ
と

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

737 36.8% 65.4% 71.6% 56.2% 16.6% 51.7% 38.4% 2.3% 2.4%

372 28.8% 67.5% 67.2% 50.0% 10.2% 44.1% 41.9% 1.6% -

432 33.8% 66.2% 75.7% 60.9% 16.9% 50.5% 42.4% 3.0% 1.9%
296 40.5% 64.2% 66.6% 49.3% 15.9% 53.0% 31.8% 1.4% 3.4%

29歳以下 57 29.8% 64.9% 80.7% 68.4% 17.5% 56.1% 36.8% 5.3% 0.0%

30～39歳 80 37.5% 68.8% 77.5% 62.5% 21.3% 47.5% 43.8% 7.5% 2.5%
40～49歳 89 32.6% 69.7% 77.5% 66.3% 19.1% 55.1% 41.6% 2.2% 0.0%
50～59歳 77 31.2% 59.7% 75.3% 58.4% 15.6% 44.2% 49.4% 1.3% 2.6%
60～69歳 90 37.8% 66.7% 80.0% 57.8% 17.8% 53.3% 38.9% 1.1% 1.1%
70歳以上 39 30.8% 66.7% 51.3% 46.2% 2.6% 43.6% 43.6% 0.0% 7.7%
29歳以下 45 31.1% 71.1% 66.7% 46.7% 15.6% 64.4% 26.7% 0.0% 0.0%
30～39歳 38 42.1% 55.3% 63.2% 50.0% 18.4% 52.6% 34.2% 5.3% 7.9%
40～49歳 50 40.0% 66.0% 72.0% 66.0% 20.0% 34.0% 30.0% 0.0% 8.0%
50～59歳 45 44.4% 62.2% 71.1% 53.3% 24.4% 62.2% 44.4% 2.2% 0.0%
60～69歳 69 47.8% 66.7% 68.1% 46.4% 13.0% 53.6% 29.0% 1.4% 1.4%
70歳以上 47 36.2% 59.6% 59.6% 36.2% 4.3% 51.1% 27.7% 0.0% 4.3%

共働き世
帯

275 40.4% 66.5% 78.2% 62.2% 19.3% 53.5% 42.9% 2.5% 1.1%

非共働き
世帯

207 36.2% 63.8% 67.6% 50.2% 12.6% 47.3% 34.8% 2.4% 2.9%

世
帯

全体

前回

女性
男性

女
性

男
性

【女性が活躍できる仕事・職場環境にするために必要なもの】 

問13．女性が活躍できる仕事・職場環境にするために、必要なものは何だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 女性が活躍できる仕事・職場環境にするために必要なものについてみると、「育児・介護との両

立に職場の支援制度が整っていること」（71.6％）が最も多く、次いで「上司や同僚が、女性が働

くことに理解があること」（65.4％）、「長時間労働の必要がないことや、勤務時間が柔軟であるこ

と」（56.2％）となっています。 

性別、年代別にみると、男性の 29歳以下では「上司や同僚が、女性が働くことに理解があるこ

と」が最も多くなっています（男性の 70歳以上では「上司や同僚が、女性が働くことに理解があ

ること」と「育児・介護との両立に職場の支援制度が整っていること」が同率（59.6％）で最も多

くなっています）。また、「職場のトップが女性の活躍の促進に積極的であること」は男性の 30歳

代～60歳代では４割以上と比較的多くなっています。 

図表 問 13 女性が活躍できる仕事・職場環境にするために必要なもの（複数回答） 
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74.0%

68.3%

61.7%

59.5%

51.3%

37.5%

27.3%

6.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

育児・介護との両立に職場の支援制度が

整っていること

上司・同僚が、女性が働くことに理解が

あること

長時間労働の必要がないことや、勤務時間が

柔軟であること

仕事が適正に評価されること

職場のトップが女性の活躍の促進に

積極的であること

仕事の内容にやりがいがあること

身近に活躍している女性がいること

その他

(N=1,714)

（参考：県調査） 

 県調査をみると、本市調査と同様に「育児・介護との両立に職場の支援制度が整っていること」、

「上司や同僚が、女性が働くことに理解があること」、「長時間労働の必要がないことや、勤務時

間が柔軟であること」の順に多くなっています。一方、「職場のトップが女性の活躍の促進に積極

的であること」は県調査では 51.3％となっていますが、本市調査では 36.8％と少なくなっていま

す。 

図表 参考：県調査 女性が活躍できる職場環境にするため必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



24 

男
性
が

優
遇

さ
れ
て

い
る

ど
ち
ら

か
と

い
え
ば

男
性

が
優
遇

さ
れ

て
い

る

平
等
で

あ
る

ど
ち
ら

か
と

い
え
ば

女
性

が
優
遇

さ
れ

て
い

る

女
性
が

優
遇

さ
れ
て

い
る

わ
か
ら

な
い

無
回

答

(N=737)

11.0%

19.8%

13.6%

4.2%

39.8%

13.8%

29.3%

42.2%

44.5%

33.5%

18.3%

35.3%

31.5%

43.8%

29.7%

17.5%

25.6%

45.5%

8.8%

25.6%

9.0%

4.6%

2.6%

6.2%

3.5%

0.8%

4.1%

1.2%

1.9%

1.1%

0.8%

0.7%

0.1%

0.9%

0.4%

7.6%

10.7%

16.4%

23.3%

11.5%

19.9%

13.3%

3.0%

3.8%

3.8%

4.5%

3.7%

4.1%

3.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①家庭生活で

②職場の中で

③地域活動の場で

④学校教育の場で

⑤政治の場で

⑥法律や制度の上で

⑦社会通念や慣習、

しきたり等で

（３）男女の平等意識について 

【現在の男女の地位の平等感】 

問14．現在の男女の地位は、どの程度平等になっていると思いますか。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

 現在の男女の地位の平等感について、「平等である」は「④学校教育の場で」（45.5％）が最も

多く、それ以外の場面はいずれも３割未満となっています。「④学校教育の場で」以外の場面では

『男性優遇』（「男性が優遇されている」と「どちらかといえば男性が優遇されている」の合計）

が「平等である」を上回っており、「⑤政治の場で」（75.1％）と「⑦社会通念や慣習、しきたり等

で」（73.1％）では７割以上となっています。 

図表 問 14 現在の男女の地位の平等感 
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全体

前回

女性

男性

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

女
性

男
性

-0.62 

-0.67 

-0.74 

-0.45 

-0.23 

-0.88 

-0.77 

-0.88 

-0.80 

-0.69 

-0.42 

0.00 

-0.20 

-0.57 

-0.57 

-0.71 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

①家庭生活で

-0.93 

-0.96 

-1.03 

-0.79 

-0.82 

-1.08 

-1.09 

-1.01 

-1.03 

-1.14 

-0.68 

-0.50 

-0.59 

-0.91 

-0.82 

-1.21 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

②職場の中で

加重平均 

「男性が優遇されている」を-2点、「どちらかといえば男性が優遇されている」を-1点、「平等で

ある」を 0点、「どちらかといえば女性が優遇されている」を+1点、「女性が優遇されている」を

+2点として平均値を求めたものが下のグラフになり、マイナスの点数が高いほど「男性優遇」、プ

ラスの点数が高いほど「女性優遇」を示しています。 

男性優遇が強い項目は「⑤政治の場で」（-1.34点）、「⑦社会通念・慣習・しきたりなどで」（-

1.20点）、「②職場の中で」（-0.93点）の順となっています。 

性別にみると、「男性優遇」の意識が強い場面は、女性では「⑤政治の場で」（-1.42点）、「⑦社

会通念や慣習、しきたり等で」（-1.34点）、「②職場の中で」（-1.03点）の順となっています。男

性は「⑤政治の場で」（-1.21点）、「⑦社会通念や慣習、しきたり等で」（-0.99点）、「②職場の中

で」（-0.79点）となっており、いずれも女性より「男性優遇」の意識は弱くなっています。また、

男女の意識差が最も大きいのは「⑥法律や制度の上で」で、女性が-0.85点、男性が-0.48点となっ

ています。 

 

図 問 14 男女の各分野においての平等意識 
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③地域活動の場で ④学校教育の場で

全体

前回

女性

男性

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

女
性

男
性

-0.66 

-0.57 

-0.78 

-0.50 

-0.51 

-0.78 

-0.67 

-0.90 

-0.97 

-0.76 

-0.53 

-0.35 

-0.36 

-0.40 

-0.60 

-0.74 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

-0.30 

-0.24 

-0.40 

-0.16 

-0.24 

-0.42 

-0.41 

-0.58 

-0.37 

-0.23 

-0.09 

-0.13 

-0.11 

-0.16 

-0.19 

-0.30 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

全体

前回

女性

男性

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

-1.34 

-1.05 

-1.42 

-1.21 

-1.42 

-1.36 

-1.42 

-1.46 

-1.48 

-1.34 

-1.05 

-1.10 

-1.30 

-1.13 

-1.28 

-1.29 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

⑤政治の場で

-0.70 

-0.56 

-0.85 

-0.48 

-0.82 

-0.77 

-0.88 

-0.82 

-0.97 

-0.74 

-0.27 

-0.50 

-0.45 

-0.56 

-0.57 

-0.52 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

⑥法律や制度の上で
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全体

前回

女性

男性

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

女
性

男
性

-1.20 

-1.15 

-1.34 

-0.99 

-1.17 

-1.35 

-1.38 

-1.33 

-1.43 

-1.29 

-0.82 

-0.84 

-0.83 

-1.17 

-1.11 

-1.05 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

⑦社会通念や慣習、しきたり等で

男
性
が

非
常
に

優
遇

(

優
位

)

ど
ち
ら

か
と
い

え
ば
男

性
が
優

遇

(

優
位

)

女
性
が

非
常
に

優
遇

(

優
位

)

ど
ち
ら

か
と
い

え
ば
女

性
が
優

遇

(

優
位

)

平
等
に

な
っ

て

い

る

わ
か
ら
な
い

(N=1,714)

22.9%

9.6%

35.9%

14.7%

40.8%

38.6%

47.4%

38.3%

49.4%

42.8%

39.4%

48.0%

3.5%

3.4%

0.9%

1.7%

0.6%

0.9%

8.8%

8.7%

1.5%

5.0%

1.7%

2.0%

7.4%

27.1%

7.3%

23.0%

10.6%

5.1%

10.0%

12.8%

5.0%

12.8%

6.9%

5.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

地域活動

学校教育

職場

法律・制度

政治

社会通念・慣習・

しきたり等

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：県調査） 

 県調査の加重平均をみると「男性優遇」意識が強いのは「社会通念・慣習・しきたり等」（-1.28

点）、「政治」（-1.27点）、「職場」（-1.24点）の順となっており、上位３項目は本市調査の結果と

同様です。一方、本市は県に比べて職場での「男性優遇」意識は弱くなっています。 

図表 参考：県調査 社会全体で見た男女の地位の状況 
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地域活動

学校教育

職場

法律・制度

政治

社会通念・慣習・しきたり等

-0.86 

-0.48 

-1.24 

-0.73 

-1.27 

-1.28 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

図表 参考：県調査 社会全体で見た男女の地位の状況（加重平均） 
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そ
う
思
う

ど
ち

ら
か
と

い
え

ば
そ
う

思
う

ど
ち

ら
か
と

い
え

ば
そ
う

思
わ
な
い

そ
う

思
わ
な

い

わ
か

ら
な
い

無

回
答

(N=737)

53.3%

1.5%

2.8%

33.2%

37.2%

24.2%

15.5%

18.5%

21.0%

28.8%

8.8%

17.0%

19.9%

15.6%

11.5%

7.3%

59.6%

50.5%

18.0%

8.1%

3.7%

4.2%

5.8%

9.5%

11.8%

2.7%

2.3%

2.4%

2.6%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

① 結婚は個人の自由であるから、結婚しても

しなくてもどちらでもよい

② 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである

③ 女性は結婚したら、自分自身のことより、

夫や子どもなど家族を中心に考えて生活した
ほうがよい

④ 結婚しても必ずしも子どもをもつ

必要はない

⑤ 結婚してもやり直したいときは

離婚してもよい

【結婚・家庭生活についての考え】 

問15．結婚・家庭生活について、あなたのお考えをお聞かせください。（○はそれぞれ１つず

つ） 

 結婚・家庭生活についての考えをみると、『そう思う』（「そう思う」と「どちらかといえばそう

思う」の合計）は「①結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい」が

77.5％、「④結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」が 54.2％、「⑤結婚してもやり直した

いときは離婚してもよい」が 66.0％となっています。『そう思わない』（「どちらかといえばそう思

わない」と「そう思わない」の合計）は「②夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」が 76.6％、

「③女性は結婚したら、自分自身のことより、夫や子どもなど家族を中心に考えて生活したほう

がよい」70.4％となっています。 

図表 問 15 結婚・家庭生活についての考え 
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全体

前回

女性

男性

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

女
性

男
性

1.15 

0.52 

1.31 

0.89 

1.84 

1.50 

1.29 

1.11 

1.08 

1.00 

1.51 

1.09 

1.22 

1.00 

0.55 

0.16 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

①結婚は個人の自由であるから、

結婚してもしなくてもどちらでもよい

-1.26 

-1.01 

-1.34 

-1.12 

-1.51 

-1.32 

-1.52 

-1.35 

-1.29 

-0.83 

-1.14 

-1.36 

-1.04 

-1.24 

-1.33 

-0.51 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

②夫は外で働き、妻は家庭を守る

べきである

加重平均 

「そう思う」を+2点、「どちらかといえばそう思う」を+1点、「どちらかといえばそう思わない」

を-1 点、「そう思わない」を-2 点として平均値を求めたものが下のグラフになり、プラスの点数

が高いほど「賛成」、マイナスの点数が高いほど「反対」を示しています。 

賛成の意識が強い項目は、「①結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでも

よい」（1.15 点）や「⑤結婚してもやり直したいときは離婚してもよい」（0.88 点）、反対の意識

が強い項目は「②夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」（-1.26点）や「③女性は結婚した

ら、自分自身のことより、夫や子どもなど家族を中心に考えて生活したほうがよい」（-1.05 点）

となっています。 

性別にみると、女性の賛成意識が強い項目は「①結婚は個人の自由であるから、結婚してもし

なくてもどちらでもよい」（1.31点）、「⑤結婚してもやり直したいときは離婚してもよい」（1.04

点）、反対意識が強い項目は「②夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」（-1.34点）、「③女性

は結婚したら、自分自身のことより、夫や子どもなど家族を中心に考えて生活したほうがよい」

（-1.02 点）の順となっています。男性の賛成意識が強い項目は「①結婚は個人の自由であるか

ら、結婚してもしなくてもどちらでもよい」（0.89点）、「⑤結婚してもやり直したいときは離婚し

てもよい」（0.67点）、反対意識が強い項目は「②夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」（-

1.12点）、「③女性は結婚したら、自分自身のことより、夫や子どもなど家族を中心に考えて生活

したほうがよい」（-1.10点）の順となっています。男女の意識差が最も大きい項目は「①結婚は

個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい」で、女性のほうが賛成意識が強

くなっています。 

図表 問 15 結婚・家庭生活についての考え 
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全体

前回

女性

男性

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

男
性

女
性

0.88 

0.32 

1.04 

0.67 

1.40 

1.25 

1.15 

0.94 

0.99 

0.10 

0.69 

0.77 

0.79 

0.95 

0.54 

0.37 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

⑤結婚してもやり直したいときは離婚し

てもよい

全体

前回

女性

男性

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

-1.05 

-0.71 

-1.02 

-1.10 

-1.33 

-1.25 

-1.05 

-1.13 

-0.77 

-0.38 

-1.24 

-1.35 

-1.14 

-1.07 

-1.14 

-0.60 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

③女性は結婚したら、自分自身のことよ

り、夫や子どもなど家族を中心に考えて
生活したほうがよい

0.41 

-0.16 

0.54 

0.22 

1.42 

1.16 

0.65 

0.13 

-0.05 

-0.37 

1.16 

0.56 

0.33 

0.51 

-0.38 

-0.61 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

④結婚しても必ずしも子どもをもつ必要

はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反対 賛成 

反対 賛成 

反対 賛成 
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主
と
し
て
夫

主
と
し
て
妻

夫
婦
同
程
度

わ
か
ら
な
い

無
回
答

(N=737)

50.7%

3.5%

0.5%

0.3%

0.1%

3.7%

25.5%

1.2%

0.1%

0.9%

0.1%

44.0%

30.9%

38.4%

43.8%

24.2%

1.9%

6.6%

25.2%

6.8%

40.6%

44.5%

63.4%

54.3%

50.1%

66.9%

63.8%

80.9%

60.7%

76.5%

5.0%

5.2%

2.6%

3.9%

3.0%

2.4%

5.4%

3.0%

3.5%

6.9%

3.5%

2.8%

2.6%

3.1%

3.0%

2.8%

3.4%

8.3%

10.4%

8.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①生活費を稼ぐ

②日々の家計の管理をする

③掃除・洗濯

④日常の買い物

⑤食事のしたく

⑥食後の片付け・食器洗い

⑦地域活動への参加

⑧子どもの教育としつけ

⑨育児（乳幼児の世話）

⑩家族の介護や看護

【家庭での夫婦の分担】 

問16．次にあげる家庭でのことがらに関する夫婦の分担について、おたずねします。 

（理想、現実とも○はそれぞれ１つずつ）  

（１）理想（全員が回答） 

 家庭での夫婦の分担の理想について、「①生活費を稼ぐ」は「主として夫」（50.7％）が最も多

くなっています。一方、それ以外のことがらでは「夫婦同程度」が最も多く、「③洗濯・掃除」、

「④日常の買い物」、「⑤食事のしたく」、「⑥食後の片付け・食器洗い」、「⑦地域活動への参加」、

「⑧子どもの教育としつけ」、「⑨育児（乳幼児の世話）」、「⑩家族の介護や看護」では５割以上と

なっており、「⑧子どもの教育としつけ」（80.9％）が最も多くなっています。 

図表 問 16 家庭での夫婦の分担（理想） 
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主

に
夫

夫
婦

同
程
度

主

に
妻

わ
か

ら
な
い

(N=1,714)

56.7%

1.0%

7.2%

5.1%

0.8%

1.7%

32.9%

39.3%

42.6%

60.3%

61.5%

65.6%

3.7%

55.0%

43.6%

29.1%

29.9%

18.7%

6.7%

4.7%

6.5%

5.4%

7.9%

14.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

生活費の確保

家事

日常の家計管理

学校・地域の行事参加、近所とのつきあい

子どもの世話

お年寄り、病人の世話・介護

（参考：県調査） 

 県調査について、「生活費の確保」と「日常の家計管理」の結果を本市調査の「①生活費を稼ぐ」

と「②日々の家計管理をする」と比較すると、生活費を確保・稼ぐ役割は本市のほうが夫の役割

と考える人が少なく、家計管理は妻の役割と考える人は市と県が同程度となっています。 

図表 参考：県調査 家庭での夫婦の役割分担のあり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※県調査での設問は上記の項目について一般に夫婦はどのように役割分担をするのがよいかを質問しているため、

本市調査の「家庭での夫婦の分担（理想）」と比較しています。 
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①～⑦、⑩(N=482)
⑧(N=426)
⑨(N=82)

主
と
し
て
夫

主
と
し
て
妻

夫
婦
同
程
度

わ
か
ら
な
い

無
回
答

64.1%

9.5%

1.5%

1.9%

0.8%

5.6%

41.7%

0.9%

1.0%

1.5%

63.7%

75.7%

69.7%

80.7%

66.2%

13.7%

44.6%

72.0%

37.3%

25.5%

17.4%

15.1%

20.3%

10.4%

20.5%

29.7%

32.6%

26.8%

21.6%

1.0%

1.5%

0.2%

0.4%

0.2%

0.2%

6.6%

1.4%

13.7%

7.9%

7.9%

7.5%

7.7%

7.9%

7.5%

8.3%

20.4%

1.2%

26.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①生活費を稼ぐ

②日々の家計の管理をする

③掃除・洗濯

④日常の買い物

⑤食事のしたく

⑥食後の片付け・食器洗い

⑦地域活動への参加

⑧子どもの教育としつけ

⑨育児（乳幼児の世話）

⑩家族の介護や看護

（２）現実（配偶者・パートナーのいる方が回答（⑧～⑩は該当者のみ回答）） 

 家庭での夫婦の分担現実について、「①生活費を稼ぐ」、「⑦地域活動への参加」は「主として夫」

が最も多く、それ以外のことがらは「主として妻」が最も多くなっており、「夫婦同程度」はいず

れも３割以下となっています。また、最も「夫婦同程度」の理想が高かった「⑧子どもの教育と

しつけ」）」は「主として妻」が 44.6％となっています。 

図表 問 16 夫婦の分担について・現実 
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① 生活費を稼ぐ

② 日々の家計の管理をする

③ 掃除・洗濯

④ 日常の買い物

⑤ 食事のしたく

⑥ 食後の片付け・食器洗い

⑦ 地域活動への参加

⑧ 子どもの教育としつけ

⑨ 育児（乳幼児の世話）

⑩ 家族の介護や看護

-0.55 

0.44 

0.32 

0.41 

0.46 

0.22 

-0.26 

0.06 

0.29 

0.07 

-0.69 

0.60 

0.80 

0.74 

0.87 

0.66 

-0.33 

0.56 

0.73 

0.61 

-2.00 -1.00 0.00 1.00 2.00

理想

現実

主として夫 主として妻夫婦同程度

加重平均 

「主として妻」を+1 点、「主として夫」を-1 点として平均値を求めたものが下のグラフになり、

プラスの点数が高いほど「妻がやっている（やるのが望ましい）」、マイナスの点数が高いほど「夫

がやっている（やるのが望ましい）」を示しています。 

希望と現実を比較すると、「①生活費を稼ぐ」と「⑦地域活動への参加」を除いて、希望に比べ

て現実では妻のやっている比率が高くなっており、特に差が大きいのは「⑩家族の介護や看護」

（5.4ポイント差）、「⑧子どもの教育としつけ」（5.0ポイント差）、「③掃除・洗濯」（4.8ポイン

ト差）などとなっています。 
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女
の
子
は
女
ら
し

く
、

男
の
子
は
男
ら

し
く
育
て
る
ほ
う
が

よ
い

あ
る
程
度
、

女
の
子

は
女
ら
し
く
、

男
の

子
は
男
ら
し
く
育
て

る
ほ
う
が
よ
い

女
の
子
、

男
の
子
と

性
別
に
よ
る
区
別
は

せ
ず
に
、

個
性
に
応

じ
た
育
て
方
を
す
る

ほ
う
が
よ
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

40～49歳(N=89)

50～59歳(N=77)

60～69歳(N=90)

70歳以上(N=39)

29歳以下(N=45)

30～39歳(N=38)

40～49歳(N=50)

50～59歳(N=45)

60～69歳(N=69)

70歳以上(N=47)

6.4%

9.7%

2.5%

11.8%

3.5%

2.5%

2.2%

2.6%

3.3%

8.9%

13.2%

10.0%

13.3%

8.7%

19.1%

28.0%

30.6%

24.3%

33.8%

29.8%

22.5%

27.0%

23.4%

17.8%

30.8%

17.8%

44.7%

46.0%

37.8%

26.1%

34.0%

59.7%

53.2%

67.4%

48.3%

59.6%

71.3%

67.4%

66.2%

71.1%

64.1%

66.7%

36.8%

38.0%

40.0%

62.3%

38.3%

0.9%

0.3%

1.2%

0.7%

1.1%

1.3%

3.3%

2.2%

2.2%

2.7%

3.5%

2.5%

2.7%

7.0%

3.8%

1.1%

3.9%

2.2%

2.6%

4.0%

4.4%

1.4%

2.1%

2.3%

2.7%

2.1%

2.7%

1.1%

2.6%

4.4%

5.1%

2.2%

2.6%

2.0%

2.2%

1.4%

6.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=737)

前回(N=372)

女性(N=432)

男性(N=296)

29歳以下(N=57)

30～39歳(N=80)

40～49歳(N=89)

50～59歳(N=77)

60～69歳(N=90)

70歳以上(N=39)

29歳以下(N=45)

30～39歳(N=38)

40～49歳(N=50)

50～59歳(N=45)

60～69歳(N=69)

70歳以上(N=47)

女
性

男
性

【子どもの育て方の希望】 

問17．あなたは、子どもはどのように育てたほうがよいとお考えですか。（○は１つ） 

 子どもの育て方の希望についてみると、「女の子、男の子と性別による区別はせずに、個性に応

じた育て方をするほうがよい」（59.7％）が最も多く、次いで「ある程度、女の子は女らしく、男

の子は男らしく育てるほうがよい」（28.0％）、「女の子は女らしく、男の子は男らしく育てるほう

がよい」（6.4％）となっており、前回調査と比較すると「女の子、男の子と性別による区別はせ

ずに、個性に応じた育て方をするほうがよい」が 6.5ポイント多くなっています。 

性別、年代別にみると、男女ともに「女の子、男の子と性別による区別はせずに、個性に応じ

た育て方をするほうがよい」が最も多くなっていますが、男性の 11.8％は「女の子は女らしく、

男の子は男らしく育てるほうがよい」と回答しています。また、「女性ではどの年代でも「女の子、

男の子と性別による区別はせずに、個性に応じた育て方をするほうがよい」が最も多くなってい

ますが、男性では 30歳代～40歳代で「ある程度、女の子は女らしく、男の子は男らしく育てるほ

うがよい」が最も多くなっています。 

図表 問 17 子どもの育て方の希望 
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有
効
回
答
数

男

性

が

家

事

・

育

児

な

ど

に

参

加

す

る

こ

と

に

対

す

る

男

性

自

身

の

抵

抗

感

を

な

く

す

こ

と

男

性

が

家

事

・

育

児

な

ど

に

参

加

す

る

こ

と

に

対

す

る

女

性

の

抵

抗

感

を

な

く

す

こ

と

夫

婦

や

家

族

間

で

の

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

を

よ

く

は

か

る

こ

と

年

配

者

や

ま

わ

り

の

人

が
、

夫

婦

の

役

割

分

担

な

ど

に

つ

い

て

の

当

事

者

の

考

え

方

を

尊

重

す

る

こ

と

社

会

の

中

で
、

男

性

に

よ

る

家

事

・

育

児

な

ど

に

つ

い

て

も
、

そ

の

評

価

を

高

め

る

こ

と

男

性

に

よ

る

家

事

・

育

児

な

ど

に

つ

い

て
、

職

場

に

お

け

る

上

司

や

周

囲

の

理

解

を

進

め

る

こ

と

労

働

時

間

短

縮

や

休

暇

制

度
、

テ

レ

ワ
ー

ク

な

ど

の

Ｉ

Ｃ

Ｔ

を

利

用

し

た

多

様

な

働

き

方

が

普

及

す

る

こ

と

で
、

仕

事

以

外

の

時

間

を

よ

り

多

く

持

て

る

よ

う

に

す

る

こ

と

男

性

の

家

事

・

育

児

な

ど

に

つ

い

て
、

啓

発

や

情

報

提

供
、

相

談

窓

口

の

設

置
、

技

能

の

研

修

を

行

う

こ

と

男

性

が

家

事

・

育

児

な

ど

を

行

う

た

め

の
、

仲

間
（

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
）

作

り

を

す

す

め

る

こ

と

そ

の

他

特

に

必

要

な

い

737 60.5% 22.8% 73.7% 42.5% 41.4% 50.9% 40.2% 16.8% 17.2% 3.4% 2.4%

432 63.2% 23.8% 73.6% 48.4% 44.7% 52.5% 41.2% 16.7% 17.4% 3.5% 1.6%

296 56.8% 20.6% 73.0% 33.1% 36.8% 47.6% 38.5% 16.9% 16.2% 3.4% 3.7%
29歳以下 57 63.2% 22.8% 73.7% 52.6% 47.4% 59.6% 47.4% 19.3% 19.3% 1.8% 3.5%
30～39歳 80 57.5% 23.8% 78.8% 42.5% 48.8% 56.3% 51.3% 23.8% 25.0% 7.5% 0.0%
40～49歳 89 64.0% 23.6% 71.9% 46.1% 46.1% 52.8% 50.6% 13.5% 13.5% 4.5% 0.0%
50～59歳 77 57.1% 20.8% 71.4% 50.6% 41.6% 54.5% 31.2% 11.7% 14.3% 3.9% 3.9%
60～69歳 90 71.1% 23.3% 77.8% 53.3% 47.8% 56.7% 36.7% 22.2% 20.0% 1.1% 0.0%
70歳以上 39 66.7% 33.3% 61.5% 43.6% 28.2% 20.5% 20.5% 2.6% 7.7% 0.0% 5.1%
29歳以下 45 55.6% 28.9% 77.8% 51.1% 42.2% 64.4% 55.6% 15.6% 26.7% 2.2% 0.0%
30～39歳 38 50.0% 21.1% 68.4% 26.3% 34.2% 44.7% 42.1% 15.8% 18.4% 2.6% 5.3%
40～49歳 50 54.0% 18.0% 68.0% 28.0% 36.0% 48.0% 46.0% 18.0% 10.0% 4.0% 6.0%
50～59歳 45 68.9% 17.8% 75.6% 37.8% 33.3% 46.7% 40.0% 15.6% 17.8% 2.2% 0.0%
60～69歳 69 56.5% 13.0% 72.5% 27.5% 40.6% 47.8% 27.5% 18.8% 13.0% 5.8% 4.3%
70歳以上 47 57.4% 29.8% 74.5% 31.9% 29.8% 34.0% 25.5% 17.0% 14.9% 2.1% 6.4%
共働き世
帯

275 60.4% 19.6% 71.6% 40.7% 46.2% 51.6% 43.3% 15.3% 13.1% 4.4% 1.1%

非共働き
世帯

207 58.9% 22.2% 70.5% 42.0% 36.2% 46.9% 32.4% 15.9% 15.9% 3.4% 3.4%

全体

女性
男性

女
性

男
性

世
帯

【男性が家事などに積極的に参加していくために必要なこと】 

問18．男性が家事、育児、介護などに積極的に参加していくためには、どのようなことが必要だ

と思いますか。（○はいくつでも） 

 男性が家事、育児、介護などに積極的に参加していくために必要だと思うことについてみると、

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」（73.7％）が最も多く、次いで「男性

が家事・育児などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」（60.5％）、「男性によ

る家事・育児などについて、職場における上司や周囲の理解を進めること」（50.9％）となってい

ます。前回調査と比較すると、「男性が家事・育児などに参加することに対する男性自身の抵抗感

をなくすこと」「年配者や周りの人が、夫婦の役割分担などについての当事者の考え方を尊重する

こと」、「社会の中で、男性による家事・育児などについても、その評価を高めること」が５ポイ

ント以上多くなっています。 

性別、年代別、世帯別にみると、「労働時間短縮や休暇制度、テレワークなどのＩＣＴを利用し

た多様な働き方が普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること」は女性の

50歳未満、共働き世帯で多くなっています。 

図表 問 18 男性が家事などに積極的に参加していくために必要なこと（複数回答） 
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61.7%

59.9%

59.5%

57.1%

48.7%

40.8%

30.7%

27.5%

26.3%

5.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

男性が参加することについて、職場の

上司や同僚等の理解を進める

男性が参加することに対する男性自身の

抵抗感をなくす

夫婦や家族間でのコミュニケーションを

よくはかる

当事者（夫婦間）の考えを尊重し、まわりの

人が固定的な観念等を押しつけない

労働時間短縮や休暇制度を普及し、仕事

以外の時間を多く持てるようにする

男性が参加することに対する社会の評価を

高める

男性が子育てや介護、地域活動を行う

ための、仲間作りをすすめる

男性が参加することに対する女性の

抵抗感をなくす

男性の参加について、啓発や情報提供、

相談窓口の設置、技能研修を行う

その他

(N=1,714)

（参考：県調査） 

 県調査をみると、選択肢が本市調査とやや異なりますが、「男性が参加することについて、職場

の上司や同僚等の理解を進める」、「男性が参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす」、「夫

婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかる」が上位３項目を占めており、本市調査結果で

も同様となっています。本市では「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が

73.7％となっており、県調査より 14.2ポイント多くなっています。 

図表 参考：県調査 男性の家事・子育て等への積極的な参加に必要なこと 
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よ
く
あ
る

時
々
あ
る

あ

ま
り
な
い

ま
っ

た
く
な
い

無
回
答

13.5%

8.9%

13.2%

16.0%

11.1%

14.5%

17.0%

33.4%

22.2%

36.8%

34.0%

42.2%

33.3%

29.8%

40.5%

53.3%

42.1%

34.0%

35.6%

43.5%

36.2%

10.1%

11.1%

7.9%

14.0%

8.9%

7.2%

12.8%

2.4%

4.4%

2.0%

2.2%

1.4%

4.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男性(N=296)

29歳以下(N=45)

30～39歳(N=38)

40～49歳(N=50)

50～59歳(N=45)

60～69歳(N=69)

70歳以上(N=47)

男
性

【男性であるために大変だと感じること】 

問19．男性の方におたずねします。 

   あなたは、男性であるために大変だと感じることがありますか。（○は１つ） 

 男性であるために大変だと感じることについてみると、「あまりない」（40.5％）が最も多く、

次いで「時々ある」（33.4％）、「よくある」（13.5％）となっています。『ある』（「よくある」と「時々

ある」の合計）は 46.9％で、30歳代～50歳代では５割以上となっています。 

図表 問 19 男性であるために大変だと感じること 
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有
効
回
答
数

経
済
力
が
求
め
ら

れ
る
こ
と

仕
事
を
優
先
し
な

い
と
い
け
な
い
こ

と 子
育
て
や
子
ど
も

に
関
わ
る
時
間
が

つ
く
れ
な
い
こ
と

自
分
の
時
間
が
も

て
な
い
こ
と

地
域
と
の
つ
な
が

り
が
も
ち
に
く
い

こ
と

積
極
性
や
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
が
求

め
ら
れ
る
こ
と

そ
の
他

139 79.1% 56.8% 19.4% 18.0% 13.7% 33.8% 3.6%

29歳以下 14 92.9% 42.9% 14.3% 35.7% 7.1% 57.1% 7.1%

30～39歳 19 73.7% 47.4% 26.3% 10.5% 10.5% 42.1% 5.3%

40～49歳 25 68.0% 72.0% 32.0% 24.0% 12.0% 28.0% 8.0%

50～59歳 24 79.2% 54.2% 8.3% 16.7% 25.0% 37.5% 0.0%

60～69歳 33 78.8% 63.6% 15.2% 12.1% 15.2% 30.3% 3.0%

70歳以上 22 90.9% 54.5% 22.7% 18.2% 9.1% 18.2% 0.0%

男
性

男性全体

【男性であるために大変だと感じる内容】 

問19．で、｢1．よくある｣または｢2．時々ある｣に○をつけた方におたずねします。 

問19-1．男性であるために大変だと感じることはどんなことですか。（○はいくつでも）  

 男性であるために大変だと感じる内容についてみると、「経済力が求められること」（79.1％）

が最も多く、次いで「仕事を優先しないといけないこと」（56.8％）、「積極性やリーダーシップが

求められること」（33.8％）となっています。 

 年代別にみると、40～49歳では「仕事を優先しないといけないこと」、それ以外では「経済力が

求められること」がそれぞれ最も多くなっています。 

図表 問 19ー１ 男性であるために大変だと感じる内容（複数回答） 
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何
度
も
あ
っ

た

１
、

２
度

あ
っ

た

ま
っ

た
く
な

い
無
回
答

(N=737)

3.9%

2.8%

6.6%

2.0%

1.9%

2.4%

9.1%

5.4%

10.4%

3.3%

2.8%

5.0%

82.4%

86.8%

78.2%

89.4%

90.1%

87.7%

4.6%

4.9%

4.7%

5.3%

5.2%

4.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

① 殴る、蹴る、物を投げつける、突き飛ばすな

どの身体に対する暴行を受けた

② あなたやあなたの家族に危害が加えられるの

ではないかと恐怖を感じるような脅迫を受けた

③ 大切にしているものを壊す、人格を否定した

りするような暴言や無視するなどの精神的ない
やがらせを受けた

④ いやがっているのに性的な行為を強要する、

避妊に協力しないなどの性的暴力を受けた

⑤ 生活費を渡さない、働きに行かせないなどの

経済的な制約を受けた

⑥ 電話や手紙を細かくチェックする、交友関係

や外出を制限する、実家や友人に会わせないな
どの束縛を受けた

（４）配偶者・パートナーや恋人からの暴力（ＤＶ）等 

【ＤＶを受けた経験】 

問20．ＤＶとは、配偶者や恋人などのパートナーから、身体的暴力や性的暴力、精神的暴力、経

済的暴力を受けることをいいます。 

  あなたは、これまでに夫や妻、あるいは恋人などから、次のようなことをされたことはあり

ますか。（○はそれぞれ１つずつ） 

 ＤＶを受けた経験についてみると、「何度もあった」は「③大切にしているものを壊す、人格を

否定したりするような暴言や無視するなどの精神的ないやがらせを受けた」（6.6％）が最も多く

なっています。また、「１、２度あった」も同様に「③大切にしているものを壊す、人格を否定し

たりするような暴言や無視するなどの精神的ないやがらせを受けた」（10.4％）が最も多く、「何

度もあった」と「１、２度あった」を合計すると 17.0％となっています。なお、「何度もあった」

と「１、２度あった」を合計すると「①殴る、蹴る、物を投げつける、突き飛ばすなどの身体に対

する暴行を受けた」（13.0％）も１割以上となっています。 

図表 問 20 ＤＶを受けた経験 
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有
効
回
答
数

①
殴
る
、

蹴
る
、

物
を
投
げ
つ
け

る
、

突
き
飛
ば
す
な
ど
の
身
体
に
対

す
る
暴
行
を
受
け
た

②
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
に
危
害

が
加
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
恐

怖
を
感
じ
る
よ
う
な
脅
迫
を
受
け
た

③
大
切
に
し
て
い
る
も
の
を
壊
す
、

人
格
を
否
定
し
た
り
す
る
よ
う
な
暴

言
や
無
視
す
る
な
ど
の
精
神
的
な
い

や
が
ら
せ
を
受
け
た

④
い
や
が
っ

て
い
る
の
に
性
的
な
行

為
を
強
要
す
る
、

避
妊
に
協
力
し
な

い
な
ど
の
性
的
暴
力
を
受
け
た

⑤
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、

働
き
に
行

か
せ
な
い
な
ど
の
経
済
的
な
制
約
を

受
け
た

⑥
電
話
や
手
紙
を
細
か
く
チ
ェ
ッ

ク

す
る
、

交
友
関
係
や
外
出
を
制
限
す

る
、

実
家
や
友
人
に
会
わ
せ
な
い
な

ど
の
束
縛
を
受
け
た

737 13.0% 8.3% 17.1% 5.3% 4.7% 7.5%

372 14.2% 6.1% 15.0% 6.4% 5.1% 4.6%

432 17.1% 10.9% 20.4% 8.1% 6.9% 10.4%

296 6.1% 4.1% 11.5% 1.4% 1.7% 2.7%

29歳以下 57 19.3% 8.8% 19.3% 8.8% 5.3% 10.5%

30～39歳 80 16.3% 17.5% 28.8% 8.8% 10.0% 13.8%

40～49歳 89 18.0% 12.4% 21.3% 7.9% 9.0% 10.1%

50～59歳 77 18.2% 11.7% 20.8% 10.4% 7.8% 13.0%

60～69歳 90 15.6% 6.7% 14.4% 5.6% 4.4% 8.9%

70歳以上 39 15.4% 5.1% 15.4% 7.7% 2.6% 2.6%

29歳以下 45 2.2% 0.0% 2.2% 4.4% 2.2% 8.9%

30～39歳 38 10.5% 0.0% 13.2% 2.6% 2.6% 2.6%

40～49歳 50 6.0% 6.0% 18.0% 0.0% 0.0% 2.0%

50～59歳 45 4.4% 6.7% 13.3% 2.2% 4.4% 2.2%

60～69歳 69 10.1% 8.7% 11.6% 0.0% 1.4% 1.4%

70歳以上 47 2.1% 0.0% 10.6% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

前回

女性

男性

女
性

男
性

「何度もあった」と「１、２度あった」の合計を性別、年代別にみると、「①殴る、蹴る、物を

投げつける、突き飛ばすなどの身体に対する暴行を受けた」、「②あなたやあなたの家族に危害を

加えられるのではないかと恐怖を感じるような脅迫を受けた」、「③大切にしているものを壊す、

人格を否定したりするような暴言や無視するなどの精神的ないやがらせを受けた」、「⑥電話や手

紙を細かくチェックする、交友関係や外出を制限する、実家や友人に会わせないなどの束縛を受

けた」はいずれも１割以上の女性が『あった』と回答しています。また、「③大切にしているもの

を壊す、人格を否定したりするような暴言や無視するなどの精神的ないやがらせを受けた」は、

女性は 20.4％となっており、30～39歳では 28.8％と約３割を占めています。 

図表 問 20 ＤＶを受けた経験（「何度もあった」＋「１、２度あった」） 
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有
効
回
答
数

家
族
や
親
戚

友
人
・
知
人

医
療
関
係
者

警
察

市
（

こ
ど
も
福
祉
課
（

母
子
・
父
子

自
立
支
援
員
）

等
）

や
県
（

配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

等
）

弁
護
士
や
弁
護
士
会

人
権
擁
護
委
員
や
民
生
委
員

学
校
関
係
者

そ
の
他

ど
こ
（

だ
れ
）

に
も
相
談
し
な
か
っ

た

172 41.9% 43.6% 2.9% 5.2% 2.9% 5.2% 0.6% 2.3% 1.2% 32.6%

85 34.1% 30.6% 2.4% 5.9% 1.2% 2.4% 2.4% 2.4% 0.0% 41.2%

118 44.1% 52.5% 4.2% 5.9% 4.2% 5.9% 0.8% 1.7% 1.7% 29.7%

50 38.0% 26.0% 0.0% 4.0% 0.0% 4.0% 0.0% 4.0% 0.0% 36.0%

29歳以下 13 53.8% 61.5% 7.7% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 15.4%

30～39歳 27 51.9% 63.0% 7.4% 14.8% 11.1% 14.8% 0.0% 3.7% 3.7% 22.2%

40～49歳 27 33.3% 51.9% 3.7% 0.0% 0.0% 3.7% 0.0% 0.0% 0.0% 40.7%

50～59歳 23 47.8% 47.8% 4.3% 4.3% 4.3% 8.7% 4.3% 4.3% 4.3% 26.1%

60～69歳 19 47.4% 52.6% 0.0% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 31.6%

70歳以上 9 22.2% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 44.4%

29歳以下 6 33.3% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 16.7%

30～39歳 7 57.1% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6%

40～49歳 10 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 80.0%

50～59歳 7 42.9% 42.9% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6%

60～69歳 15 53.3% 20.0% 0.0% 6.7% 0.0% 13.3% 0.0% 6.7% 0.0% 13.3%

70歳以上 5 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0%

全体

前回

女性

男性

女
性

男
性

【ＤＶの被害を誰かにうち明けたり、相談した経験】 

問20．で、ひとつでも「何度もあった」または「１、２度あった」に○をつけた方におたずねし

ます。 

問20-1．あなたは、これまでに問20であげたような行為について、誰かにうち明けたり、相談し

たりしましたか。（○はいくつでも） 

 ＤＶの被害を誰かにうち明けたり、相談した経験についてみると、「友人・知人」（43.6％）が

最も多く、次いで「家族や親戚」（41.9％）、「どこ（だれ）にも相談しなかった」（32.6％）となっ

ています。一方、「市（こども福祉課（母子・父子自立支援員）等）や県（配偶者暴力相談支援セ

ンター等）」は 2.9％と少なく「なっています。 

性別にみると、女性では「友人・知人」、男性では「家族や親戚」がそれぞれ最も多くなってい

ます。一方、「どこ（だれ）にも相談しなかった」は男性（36.0％）が女性（29.7％）より 6.3ポ

イント多くなっています。 

図表 問 20－１ ＤＶの被害を誰かにうち明けたり、相談した経験（複数回答） 
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有
効
回
答
数

ど
こ
に
（

だ
れ
に
）

相
談
し
た

ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ

た

恥
ず
か
し
く
て
誰
に
も
言
え
な

か
っ

た

相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
思
っ

た

相
談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
仕

返
し
を
受
け
る
と
思
っ

た

自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
よ
い
と

思
っ

た

他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な
か
っ

た 自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
っ

た

相
手
の
行
為
は
愛
情
の
表
現
だ

と
思
っ

た

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な

い
と
思
っ

た

そ
の
他

56 1.8% 7.1% 32.1% 5.4% 16.1% 7.1% 28.6% 1.8% 42.9% 14.3%

35 2.9% 22.9% 40.0% 5.7% 31.4% 11.4% 14.3% 8.6% 37.1% 2.9%

35 2.9% 11.4% 40.0% 8.6% 22.9% 8.6% 22.9% 0.0% 31.4% 20.0%

18 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 5.6% 0.0% 38.9% 0.0% 61.1% 5.6%

29歳以下 2 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

30～39歳 6 0.0% 16.7% 50.0% 0.0% 16.7% 16.7% 16.7% 0.0% 33.3% 16.7%

40～49歳 11 0.0% 9.1% 36.4% 9.1% 18.2% 0.0% 27.3% 0.0% 18.2% 27.3%

50～59歳 6 0.0% 16.7% 33.3% 16.7% 33.3% 16.7% 16.7% 0.0% 33.3% 16.7%

60～69歳 6 16.7% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 50.0% 16.7%

70歳以上 4 0.0% 25.0% 50.0% 25.0% 75.0% 25.0% 25.0% 0.0% 50.0% 25.0%

29歳以下 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

30～39歳 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 0.0%

40～49歳 8 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 12.5% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%

50～59歳 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%

60～69歳 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

70歳以上 3 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0%

全体

前回

女性

男性

女
性

男
性

【ＤＶの被害をどこ（だれ）にも相談しなかった理由】 

問20-1．で、「10．どこ（だれ）にも相談しなかった」に○をつけた方におたずねします。 

問20-2．どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。（○はいくつでも） 

 ＤＶの被害をどこ（だれ）にも相談しなかった理由についてみると、「相談するほどのことでは

ないと思った」（42.9％）が最も多く、次いで「相談しても無駄だと思った」（32.1％）、「自分にも

悪いところがあると思った」（28.6％）となっています。 

性別にみると、女性では「相談しても無駄だと思った」、男性では「相談するほどのことではな

いと思った」がそれぞれ最も多くなっています。 

図表 問 20ー２ ＤＶの被害をどこ（だれ）にも相談しなかった理由（複数回答） 
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有
効
回
答

数

自
分
自
身

が
被
害
に

あ
っ

た
こ

と
が
あ
る

友
人
や
職

場
の
仲
間
な

ど
、

自
分

の
周
り
に
被

害
に
あ
っ

た
人
が
い
る

自
分
や
自

分
の
周
り
に

被
害
に
あ
っ

た
人
は
い

な
い

わ
か
ら
な

い

737 7.3% 9.8% 48.0% 27.7%

372 6.5% 7.8% 59.7% 16.7%

432 11.8% 10.2% 44.4% 26.2%

296 0.3% 9.1% 53.0% 30.7%

29歳以下 57 17.5% 12.3% 43.9% 21.1%

30～39歳 80 22.5% 18.8% 38.8% 21.3%

40～49歳 89 10.1% 11.2% 44.9% 31.5%

50～59歳 77 7.8% 7.8% 49.4% 24.7%

60～69歳 90 7.8% 5.6% 48.9% 28.9%

70歳以上 39 2.6% 2.6% 35.9% 28.2%

29歳以下 45 0.0% 11.1% 51.1% 37.8%

30～39歳 38 0.0% 10.5% 47.4% 42.1%

40～49歳 50 0.0% 10.0% 58.0% 28.0%

50～59歳 45 0.0% 13.3% 53.3% 28.9%

60～69歳 69 1.4% 7.2% 62.3% 23.2%

70歳以上 47 0.0% 4.3% 40.4% 29.8%

全体

前回

女性

男性

女
性

男
性

【セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）の被害経験】 

問21．あなたや周りの方で、今までに、セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）の被害

を受けたことはありますか。（○はいくつでも）    

 セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）の被害経験についてみると、「自分や自分の周

りに被害にあった人はいない」（48.0％）が最も多く、次いで「わからない」（27.7％）、「友人や職

場の仲間など、自分の周りに被害にあった人がいる」（9.8％）となっています。「自分自身が被害

にあったことがある」は女性の 30～39歳が 22.5％で最も多くなっています。 

図表 問 21 セクシュアル・ハラスメントの被害（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回は単数回答 
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有
効

回
答
数

相
手

に
直
接

抗

議
し

た

家
族

や
友
人

に

相
談

し
た

職
場

や
学
校

に

相
談

し
た

公
的

機
関
や

民

間
の

相
談
機

関

に
相

談
し
た

が
ま

ん
し
た

（

何

も
し
な

か
っ

た
）

そ
の

他

110 17.3% 32.7% 20.9% 4.5% 40.9% 5.5%

50 14.0% 24.0% 8.0% 8.0% 48.0% 6.0%

80 16.3% 36.3% 22.5% 6.3% 41.3% 5.0%

28 21.4% 25.0% 17.9% 0.0% 35.7% 7.1%

29歳以下 16 12.5% 37.5% 31.3% 6.3% 31.3% 0.0%

30～39歳 27 11.1% 29.6% 25.9% 3.7% 48.1% 3.7%

40～49歳 15 26.7% 60.0% 26.7% 6.7% 33.3% 0.0%

50～59歳 12 8.3% 25.0% 16.7% 8.3% 33.3% 25.0%

60～69歳 8 37.5% 25.0% 0.0% 12.5% 62.5% 0.0%

70歳以上 2 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

29歳以下 5 40.0% 20.0% 20.0% 0.0% 40.0% 0.0%

30～39歳 4 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%

40～49歳 5 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 40.0% 20.0%

50～59歳 6 16.7% 50.0% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0%

60～69歳 6 50.0% 16.7% 0.0% 0.0% 33.3% 16.7%

70歳以上 2 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

全体

前回

女性

男性

女

性

男
性

【セクシャル・ハラスメントへの対処】 

問21．で、｢1．自分自身が被害にあったことがある｣または｢2．友人や職場の仲間など、自分の

周りに被害にあった人がいる｣に○をつけた方におたずねします。 

問21-1．あなたは、その時やその後にどうしましたか。（○はいくつでも）  

 自分または自分の周囲の人でセクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）の被害経験があ

る人について、その時やその後の対処をみると、「がまんした（何もしなかった）」（40.9％）が最

も多く、次いで「家族や友人に相談した」（32.7％）、「職場や学校に相談した」（20.9％）となって

います。一方、「公的機関や民間の相談機関に相談した」は 4.5％と少なくなっています。 

性別にみると、男女ともに「がまんした（何もしなかった）」が最も多くなっています。 

図表 問 21－１ セクシャル・ハラスメントへの対処（複数回答） 
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有
効
回
答
数

メ
ー

ル
に
よ
る
相

談
が
で
き
る

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
相

談
が
で
き
る

電
話
に
よ
る
相
談

が
で
き
る

通
話
料
が
無
料
で

相
談
が
で
き
る

2
4
時
間
相
談
が

で
き
る

相
談
内
容
に
関
連

す
る
、

他
の
相
談

窓
口
と
の
連
携
が

行
わ
れ
る

同
性
の
相
談
員
が

い
る

737 25.6% 31.8% 31.2% 42.3% 49.4% 27.8% 43.3%

432 25.5% 32.9% 25.9% 44.4% 52.1% 29.9% 49.8%

296 26.0% 30.4% 38.5% 38.9% 45.3% 25.0% 34.1%

29歳以下 57 24.6% 61.4% 21.1% 52.6% 61.4% 35.1% 56.1%

30～39歳 80 38.8% 48.8% 27.5% 46.3% 52.5% 35.0% 50.0%

40～49歳 89 36.0% 44.9% 29.2% 48.3% 62.9% 30.3% 55.1%

50～59歳 77 22.1% 20.8% 24.7% 37.7% 45.5% 29.9% 55.8%

60～69歳 90 14.4% 13.3% 20.0% 46.7% 50.0% 28.9% 45.6%

70歳以上 39 7.7% 0.0% 38.5% 28.2% 30.8% 12.8% 25.6%

29歳以下 45 31.1% 48.9% 33.3% 46.7% 42.2% 26.7% 40.0%

30～39歳 38 31.6% 42.1% 39.5% 34.2% 34.2% 23.7% 36.8%

40～49歳 50 28.0% 38.0% 36.0% 40.0% 48.0% 16.0% 30.0%

50～59歳 45 42.2% 35.6% 48.9% 53.3% 66.7% 44.4% 55.6%

60～69歳 69 20.3% 17.4% 47.8% 37.7% 47.8% 21.7% 30.4%

70歳以上 47 6.4% 8.5% 21.3% 23.4% 27.7% 21.3% 17.0%

有
効
回
答
数

匿
名
で
相
談
が
で

き
る

弁
護
士
な
ど
、

法

的
知
識
の
あ
る
相

談
員
が
い
る

臨
床
心
理
士
、

公

認
心
理
士
な
ど
、

心
理
専
門
職
の
相

談
員
が
い
る

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

737 57.3% 46.4% 38.9% 1.6% 4.1% 7.1%

432 59.0% 45.6% 40.7% 2.1% 2.1% 5.6%

296 54.7% 47.6% 36.5% 1.0% 6.8% 9.5%

29歳以下 57 66.7% 38.6% 43.9% 1.8% 3.5% 0.0%

30～39歳 80 57.5% 43.8% 40.0% 2.5% 2.5% 8.8%

40～49歳 89 68.5% 52.8% 43.8% 2.2% 1.1% 1.1%

50～59歳 77 64.9% 50.6% 45.5% 3.9% 1.3% 6.5%

60～69歳 90 50.0% 47.8% 42.2% 1.1% 1.1% 7.8%

70歳以上 39 38.5% 28.2% 17.9% 0.0% 5.1% 10.3%

29歳以下 45 73.3% 40.0% 33.3% 0.0% 4.4% 6.7%

30～39歳 38 57.9% 34.2% 31.6% 2.6% 5.3% 18.4%

40～49歳 50 54.0% 48.0% 38.0% 4.0% 6.0% 10.0%

50～59歳 45 77.8% 66.7% 57.8% 0.0% 0.0% 0.0%

60～69歳 69 43.5% 65.2% 37.7% 0.0% 5.8% 10.1%

70歳以上 47 29.8% 23.4% 19.1% 0.0% 19.1% 12.8%

女性

男性

女
性

男
性

全体

女性

男性

女
性

男
性

全体

【ＤＶなどの相談窓口で配慮してほしいこと】 

問22．ＤＶや様々な悩みなどに関する相談窓口などで配慮してほしいと思うことは何ですか。 

（○はいくつでも） 

 ＤＶなどの相談窓口で配慮してほしいことについてみると、「匿名で相談ができる」（57.3％）

が最も多く、次いで「24時間相談ができる」（49.4％）、「弁護士など、法的知識のある相談員がい

る」（46.4％）となっています。 

性別にみると、男女ともに「匿名で相談できる」が最も多く、女性は 59.0％、男性は 54.7％と

なっています。「同性の相談員がいる」は女性（49.8％）が男性（34.1％）より 15.7 ポイント多

く、「電話による相談ができる」は男性（38.5％）が女性（25.9％）より 12.6 ポイント多くなっ

ています。 

図表 問 22 ＤＶなどの相談窓口で配慮してほしいこと（複数回答） 
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有
効
回
答
数

家
庭
で
子
ど
も

に
対
し
、

暴
力
を
ふ
る
わ

な
い
こ
と

や
人
権
・
男
女

平
等
に
関

す
る
教
育
を
行

う

学
校
で
、

暴
力

を
ふ
る
わ

な
い
こ
と
や
人

権
・
男
女

平
等
に
関
す
る

教
育
を
行

う 暴
力
防
止
の
た

め
の
広

報
・
啓
発
活
動

を
行
う

暴
力
を
助
長
す

る
お
そ
れ

の
あ
る
情
報
を

取
り
締
ま

る 地
域
で
見
守
り

な
ど
の

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

づ
く
り
を

行
う

加
害
者
に
対
し
、

二
度
と

繰
り
返
さ
な
い

た
め
の
教

育
を
行
う

加
害
者
へ
の
罰

則
を
強
化

す
る

そ
の
他

737 57.1% 53.7% 20.4% 23.3% 30.4% 37.4% 52.4% 4.6%

372 60.5% 54.3% 17.2% 21.8% 28.8% 28.0% 43.3% 6.2%

432 58.6% 54.9% 16.9% 21.8% 31.0% 39.4% 53.2% 5.1%

296 54.4% 51.7% 25.3% 25.3% 29.4% 34.1% 51.4% 4.1%

29歳以下 57 59.6% 54.4% 15.8% 17.5% 35.1% 52.6% 59.6% 5.3%

30～39歳 80 57.5% 56.3% 15.0% 16.3% 33.8% 33.8% 63.8% 7.5%

40～49歳 89 58.4% 56.2% 15.7% 29.2% 36.0% 41.6% 61.8% 3.4%

50～59歳 77 58.4% 53.2% 18.2% 22.1% 23.4% 32.5% 46.8% 6.5%

60～69歳 90 60.0% 53.3% 22.2% 21.1% 28.9% 44.4% 43.3% 5.6%

70歳以上 39 56.4% 56.4% 10.3% 23.1% 28.2% 28.2% 38.5% 0.0%

29歳以下 45 53.3% 48.9% 15.6% 22.2% 20.0% 26.7% 66.7% 4.4%

30～39歳 38 42.1% 47.4% 21.1% 18.4% 39.5% 36.8% 47.4% 10.5%

40～49歳 50 58.0% 50.0% 30.0% 24.0% 38.0% 30.0% 56.0% 4.0%

50～59歳 45 57.8% 55.6% 37.8% 37.8% 42.2% 48.9% 60.0% 0.0%

60～69歳 69 63.8% 58.0% 23.2% 30.4% 21.7% 37.7% 52.2% 2.9%

70歳以上 47 44.7% 46.8% 25.5% 17.0% 19.1% 23.4% 25.5% 4.3%

女
性

男
性

全体

前回

女性

男性

【ＤＶを防止するために必要なこと】 

問23．ＤＶを防止するためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

 ＤＶを防止するために必要なことについてみると、「家庭で子どもに対し、暴力をふるわないこ

とや人権・男女平等に関する教育を行う」（57.1％）が最も多く、次いで「学校で、暴力をふるわ

ないことや人権・男女平等に関する教育を行う」（53.7％）、「加害者への罰則を強化する」（52.4％）

となっています。 

性別、年代別にみると、男女ともに「家庭で子どもに対し、暴力をふるわないことや人権・男

女平等に関する教育を行う」が最も多く、女性（58.6％）が男性（54.4％）より 4.2 ポイント多

くなっています。また、女性の 30歳代～40歳代、男性の 29歳以下と 50～59歳代では「加害者へ

の罰則を強化する」が最も多く６割以上となっています（女性の 29歳以下は「家庭で子どもに対

し、暴力をふるわないことや人権・男女平等に関する教育を行う」と「加害者への罰則を強化す

る」が同率（59.6％）で最も多くなっています）。 

図表 問 23 ＤＶを防止するために必要なこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



49 

有
効
回
答

数

自
治
会
・

町
内
会
な
ど

の
活
動

子
ど
も
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、

老
人
会
、

婦
人
会
、

消

防
団
な
ど

の
活
動

福
祉
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
活

動 防
災
・
防

犯
な
ど
の
活

動 仲
間
・
友

人
と
行
う

サ
ー

ク
ル

活
動

行
政
の
各

種
委
員
会
や

審
議
会
の

委
員
な
ど
の

公
的
活
動

そ
の
他

特
に
参
加

し
て
い
な
い

737 51.6% 32.2% 9.0% 6.6% 13.6% 4.3% 0.8% 30.0%

372 12.1% 7.3% 25.5% 4.0% 1.1% 29.8%

432 46.1% 31.5% 10.0% 2.8% 13.4% 3.0% 0.5% 33.6%

296 59.5% 33.4% 7.1% 12.2% 13.5% 6.4% 1.4% 25.0%

29歳以下 57 14.0% 7.0% 8.8% 3.5% 10.5% 0.0% 0.0% 71.9%

30～39歳 80 33.8% 32.5% 3.8% 2.5% 6.3% 1.3% 1.3% 42.5%

40～49歳 89 44.9% 57.3% 6.7% 1.1% 12.4% 4.5% 0.0% 22.5%

50～59歳 77 54.5% 28.6% 5.2% 0.0% 6.5% 1.3% 1.3% 31.2%

60～69歳 90 68.9% 24.4% 21.1% 5.6% 22.2% 5.6% 0.0% 16.7%

70歳以上 39 51.3% 28.2% 15.4% 5.1% 28.2% 5.1% 0.0% 28.2%

29歳以下 45 11.1% 13.3% 4.4% 4.4% 22.2% 4.4% 4.4% 57.8%

30～39歳 38 42.1% 44.7% 5.3% 15.8% 10.5% 0.0% 2.6% 34.2%

40～49歳 50 70.0% 48.0% 2.0% 8.0% 12.0% 4.0% 2.0% 20.0%

50～59歳 45 84.4% 44.4% 8.9% 13.3% 22.2% 8.9% 0.0% 8.9%

60～69歳 69 76.8% 20.3% 10.1% 23.2% 7.2% 11.6% 0.0% 15.9%

70歳以上 47 57.4% 34.0% 10.6% 4.3% 10.6% 6.4% 0.0% 21.3%

全体

前回

女性

男性

女
性

男
性

（５）地域活動への参加など 

【地域活動への参加状況】 

問24．あなたは、次のような地域活動に参加していますか。（○はいくつでも） 

 地域活動への参加状況についてみると、「自治会・町内会などの活動」（51.6％）が最も多く、

次いで「子ども会、ＰＴＡ、老人会、婦人会、消防団などの活動」（32.2％）、「特に参加していな

い」（30.0％）となっています。 

性別、年代別にみると、「自治会・町内会などの活動」や「防災・防犯などの活動」は男性が女

性より多くなっており、「自治会・町内会などの活動」は男性の 40歳代～60歳代では７割以上と

なっています。 

図表 問 24 地域活動への参加状況（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では「自治会、婦人会、老人会、ＰＴＡ、子ども会などの活動」が 51.6％となっています。 
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有
効
回
答

数

仕
事
が
忙

し
い

参
加
し
た

い
が
家
族
の

理
解
が
得

ら
れ
な
い

家
事
・
育

児
・
介
護
等

で
忙
し
い

ど
ん
な
活

動
が
あ
る
か

わ
か
ら
な

い

自
分
の
健

康
上
の
理
由

参
加
方
法

が
わ
か
ら
な

い 活
動
に
興

味
が
な
い

参
加
し
た

い
活
動
が
な

い 人
間
関
係

が
わ
ず
ら
わ

し
い

そ
の
他

221 28.1% 0.0% 12.2% 26.7% 13.1% 11.3% 31.7% 19.0% 29.0% 7.7%

111 27.9% 0.9% 9.0% 22.5% 11.7% 11.7% 27.9% 14.4% 24.3% 8.1%

145 26.2% 0.0% 16.6% 25.5% 12.4% 9.7% 26.9% 19.3% 29.0% 9.7%

74 31.1% 0.0% 4.1% 27.0% 13.5% 14.9% 40.5% 17.6% 28.4% 4.1%

29歳以下 41 34.1% 0.0% 14.6% 31.7% 4.9% 9.8% 34.1% 14.6% 22.0% 12.2%

30～39歳 34 20.6% 0.0% 23.5% 26.5% 11.8% 14.7% 29.4% 23.5% 26.5% 11.8%

40～49歳 20 25.0% 0.0% 5.0% 40.0% 0.0% 15.0% 25.0% 10.0% 35.0% 20.0%

50～59歳 24 37.5% 0.0% 25.0% 16.7% 12.5% 4.2% 20.8% 33.3% 29.2% 0.0%

60～69歳 15 13.3% 0.0% 13.3% 13.3% 26.7% 0.0% 33.3% 26.7% 46.7% 0.0%

70歳以上 11 9.1% 0.0% 9.1% 9.1% 45.5% 9.1% 0.0% 0.0% 27.3% 9.1%

29歳以下 26 19.2% 0.0% 0.0% 34.6% 7.7% 15.4% 50.0% 23.1% 23.1% 3.8%

30～39歳 13 53.8% 0.0% 7.7% 23.1% 15.4% 15.4% 38.5% 30.8% 61.5% 0.0%

40～49歳 10 40.0% 0.0% 0.0% 30.0% 0.0% 0.0% 40.0% 10.0% 20.0% 0.0%

50～59歳 4 75.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0%

60～69歳 11 36.4% 0.0% 18.2% 27.3% 36.4% 27.3% 36.4% 9.1% 18.2% 0.0%

70歳以上 10 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 20.0% 20.0% 30.0% 0.0% 30.0% 20.0%

全体

前回

女性

男性

女
性

男
性

【地域活動に参加していない理由】 

問24で、「８．特に参加していない」に○をつけた方におたずねします。 

問24-1．あなたが、いずれの地域活動にも参加していない理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 

 地域活動に参加していない理由についてみると、「活動に興味がない」（31.7％）が最も多く、

次いで「人間関係がわずらわしい」（29.0％）、「仕事が忙しい」（28.1％）となっています。 

性別にみると、女性では「人間関係がわずらわしい」、男性では「活動に興味がない」がそれぞ

れ最も多くなっています。 

図表 問 24－１ 地域活動に参加していない理由（複数回答） 
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有
効
回
答
数

地
域
の
社
会
通

念
や
慣
習

を
見
直
す
た
め

の
啓
発
活

動
を
充
実
す
る

こ
と

地
域
活
動
の
リ
ー

ダ
ー

に

女
性
を
積
極
的

に
登
用
す

る
こ
と

女
性
の
リ
ー

ダ
ー

を
養
成

す
る
た
め
の
講

習
会
な
ど

を
開
催
す
る
こ

と

様
々
な
立
場
の

人
達
が
参

加
し
や
す
い
よ

う
活
動
の

時
間
帯
を
工
夫

す
る
こ
と

地
域
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い

て
の
情
報

提
供
を
充
実
す

る
こ
と

男
性
も
女
性
も

積
極
的
に

地
域
活
動
に
参

加
す
る
こ

と 家
族
の
理
解
と

協
力
を
得

る
こ
と

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

737 24.6% 16.4% 9.1% 47.1% 27.8% 31.2% 29.6% 2.2% 18.2%

372 25.0% 19.6% 9.7% 37.9% 29.8% 33.1% 31.7% 2.2% 14.8%

432 19.2% 11.6% 7.2% 45.1% 28.2% 23.8% 26.6% 2.3% 21.5%

296 31.8% 23.3% 11.8% 50.0% 27.0% 41.2% 33.1% 2.0% 13.2%

29歳以下 57 10.5% 8.8% 5.3% 36.8% 31.6% 17.5% 19.3% 3.5% 24.6%

30～39歳 80 20.0% 11.3% 7.5% 43.8% 25.0% 27.5% 21.3% 5.0% 30.0%

40～49歳 89 14.6% 9.0% 3.4% 43.8% 23.6% 23.6% 30.3% 2.2% 23.6%

50～59歳 77 13.0% 11.7% 3.9% 44.2% 27.3% 20.8% 26.0% 2.6% 23.4%

60～69歳 90 33.3% 17.8% 15.6% 56.7% 36.7% 24.4% 31.1% 0.0% 14.4%

70歳以上 39 20.5% 7.7% 5.1% 38.5% 23.1% 30.8% 30.8% 0.0% 7.7%

29歳以下 45 20.0% 13.3% 11.1% 46.7% 28.9% 31.1% 31.1% 0.0% 17.8%

30～39歳 38 15.8% 18.4% 7.9% 52.6% 21.1% 36.8% 31.6% 2.6% 18.4%

40～49歳 50 30.0% 22.0% 12.0% 52.0% 24.0% 44.0% 36.0% 2.0% 14.0%

50～59歳 45 35.6% 26.7% 11.1% 57.8% 28.9% 53.3% 35.6% 2.2% 11.1%

60～69歳 69 40.6% 29.0% 13.0% 50.7% 27.5% 44.9% 36.2% 2.9% 8.7%

70歳以上 47 40.4% 25.5% 14.9% 38.3% 29.8% 31.9% 27.7% 2.1% 12.8%

全体

前回

女性

男性

女
性

男
性

【地域での活動における男女共同参画の推進に必要なこと】 

問25．あなたの住んでいる地域での様々な活動において、男女共同参画を積極的に進めるために

は、どのようなことが必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

 住んでいる地域での様々な活動において、男女共同参画を積極的に進めるためには、どのよう

なことが必要だと思うかについてみると、「様々な立場の人達が参加しやすいよう活動の時間帯を

工夫すること」（47.1％）が最も多く、次いで「男性も女性も積極的に地域活動に参加すること」

（31.2％）、「家族の理解と協力を得ること」（29.6％）となっています。 

 性別にみると、男女ともに「様々な立場の人達が参加しやすいよう活動の時間帯を工夫するこ

と」が最も多く、女性は 45.1％、男性は 50.0％となっています。また、「地域活動やボランティ

ア活動についての情報提供を充実すること」を除いて男性が女性より多くなっており、「地域の社

会通念や慣習を見直すための啓発活動を充実すること」「地域活動のリーダーに女性を積極的に登

用すること」では男性が女性より 10ポイント以上多くなっています。 

図表 問 25 地域での活動における男女共同参画の推進に必要なこと（複数回答） 
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ま
っ

た
く
参

画
で
き
て
い

な
い

あ
ま
り
参
画

で
き
て
い
な

い

あ
る
程
度
参

画
で
き
て
い

る

十
分
に
参
画

で
き
て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

40～49歳(N=89)

50～59歳(N=77)

60～69歳(N=90)

70歳以上(N=39)

29歳以下(N=45)

30～39歳(N=38)

40～49歳(N=50)

50～59歳(N=45)

60～69歳(N=69)

70歳以上(N=47)

2.6%

5.9%

2.5%

2.4%

2.5%

2.2%

1.3%

3.3%

7.7%

5.3%

5.8%

2.1%

19.3%

16.9%

16.2%

23.6%

7.0%

17.5%

14.6%

15.6%

24.4%

12.8%

17.8%

15.8%

20.0%

24.4%

39.1%

14.9%

25.5%

26.6%

23.1%

28.7%

12.3%

10.0%

23.6%

24.7%

32.2%

41.0%

15.6%

18.4%

26.0%

42.2%

27.5%

42.6%

1.9%

1.6%

0.7%

3.7%

1.1%

2.2%

6.7%

2.6%

4.0%

4.4%

1.4%

4.3%

48.8%

42.2%

55.1%

40.5%

78.9%

70.0%

56.2%

54.5%

35.6%

33.3%

60.0%

57.9%

50.0%

24.4%

26.1%

34.0%

1.9%

6.8%

2.3%

1.0%

1.8%

2.2%

3.9%

2.2%

5.1%

4.4%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=737)

前回(N=372)

女性(N=432)

男性(N=296)

29歳以下(N=57)

30～39歳(N=80)

40～49歳(N=89)

50～59歳(N=77)

60～69歳(N=90)

70歳以上(N=39)

29歳以下(N=45)

30～39歳(N=38)

40～49歳(N=50)

50～59歳(N=45)

60～69歳(N=69)

70歳以上(N=47)

女
性

男
性

（６）西脇市の男女共同参画の取組について 

【西脇市における女性の参画の程度】 

問26．西脇市における自治会や様々な市民活動、市政における企画づくりや方針決定の場に女性

が参画できていると思いますか。（○は１つ） 

 西脇市における自治会や様々な市民活動、市政における企画づくりや方針決定の場に女性が参

画できているかについてみると、「わからない」（48.8％）が最も多く、次いで「ある程度参画で

きている」（25.5％）、「あまり参画できていない」（19.3％）となっています。『参画できている』

（「ある程度参画できている」と「十分に参画できている」の合計）は全体では 27.4％となってお

り、また、男性（32.4％）が女性（23.8％）より 8.6ポイント多くなっています。 

図表 問 26 西脇市における女性の参画の程度 
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【あらゆる分野で女性リーダーが増えることによる影響】 

問27．今後、政治・経済・地域などあらゆる分野で、女性の参加が進み、女性のリーダーが増え

るとどのような影響があると思いますか。（○はいくつでも） 

 あらゆる分野で、女性の参加が進み、女性のリーダーが増えることによる影響についてみると、

「男女問わず優秀な人材が活躍できるようになる」（54.5％）が最も多く、次いで「女性の声が反

映されやすくなる」（52.4％）、「多様な視点が加わることにより、新たな価値や商品・サービスが

創造される」（51.0％）となっています。 

性別、年代別にみると、女性の 60～69歳では「多様な視点が加わることにより、新たな価値や

商品・サービスが創造される」、女性の 40 歳未満では「男女問わず仕事と家庭の両方を優先しや

すい社会になる」、女性の 50～59 歳と男性の 30～39 歳・50～59 歳では「女性の声が反映されや

すくなる」、それ以外では「男女問わず優秀な人材が活躍できるようになる」が最も多くなってい

ます。一方、男性の 30～39歳では「男性のポストが減り、男性が活躍しづらくなる」が 13.2％、

男性の 29歳以下では「保育・介護などの公的サービスの必要性が増大し、家計負担及び公的負担

が増大する」が 20.0％となっています。 
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有
効

回
答

数

多
様

な
視

点
が

加
わ

る

こ
と

に
よ

り
、

新
た

な

価
値

や
商

品
・

サ
ー

ビ

ス
が

創
造

さ
れ

る

人
材

・
労

働
力

の
確

保

に
つ

な
が

り
、

社
会

全

体
に

活
力

を
与

え
る

こ

と
が

で
き

る

女
性

の
声

が
反

映
さ

れ

や
す

く
な

る

国
際

社
会

か
ら

好
印

象

を
得

る
こ

と
が

で
き

る

男
女

問
わ

ず
優

秀
な

人

材
が

活
躍

で
き

る
よ

う

に
な

る

男
女

問
わ

ず
仕

事
と

家

庭
の

両
方

を
優

先
し

や

す
い

社
会

に
な

る

労
働

時
間

の
短

縮
な

ど

働
き

方
の

見
直

し
が

進

む

737 51.0% 28.8% 52.4% 12.6% 54.5% 46.8% 22.3%

372 44.1% 30.4% 50.0% 10.5% 52.2% 35.5% 15.6%

432 51.2% 24.8% 50.5% 9.3% 51.9% 48.1% 23.1%

296 51.4% 34.8% 55.4% 17.6% 58.8% 45.3% 20.6%

29歳以下 57 54.4% 19.3% 52.6% 12.3% 42.1% 64.9% 33.3%

30～39歳 80 52.5% 30.0% 52.5% 16.3% 52.5% 58.8% 27.5%

40～49歳 89 50.6% 28.1% 47.2% 5.6% 61.8% 44.9% 25.8%

50～59歳 77 45.5% 9.1% 50.6% 5.2% 41.6% 32.5% 16.9%

60～69歳 90 57.8% 33.3% 55.6% 11.1% 55.6% 47.8% 16.7%

70歳以上 39 41.0% 25.6% 38.5% 2.6% 53.8% 41.0% 20.5%

29歳以下 45 57.8% 20.0% 60.0% 22.2% 66.7% 60.0% 26.7%

30～39歳 38 55.3% 28.9% 57.9% 21.1% 52.6% 44.7% 23.7%

40～49歳 50 48.0% 38.0% 44.0% 14.0% 60.0% 44.0% 26.0%

50～59歳 45 53.3% 46.7% 66.7% 22.2% 55.6% 51.1% 20.0%

60～69歳 69 56.5% 37.7% 55.1% 15.9% 62.3% 42.0% 17.4%

70歳以上 47 34.0% 34.0% 51.1% 10.6% 55.3% 31.9% 12.8%

有

効
回

答
数

男

性
の

家
事

・

育
児

な
ど

へ

の
参

加
が

増

え
る

今

よ
り

仕
事

以

外
の

こ
と

が

優
先

さ
れ
、

業
務

に
支

障

を
来

す
こ

と

が
多

く
な

る 男

性
の

ポ
ス

ト

が
減

り
、

男

性
が

活
躍

し

づ
ら

く
な

る 保

育
・

介
護

な

ど
の

公
的

サ
ー

ビ

ス
の

必

要
性

が
増

大

し
、

家
計

負

担
及

び
公

的

負
担

が
増

大

す
る

そ

の
他

特

に
な

い

わ

か
ら

な
い

737 28.4% 6.2% 3.9% 11.8% 1.9% 2.6% 9.1%

372 25.3% 5.4% 3.2% 9.1% 1.9% 2.4% 5.6%

432 27.8% 5.1% 2.3% 11.6% 2.1% 3.2% 9.3%

296 28.4% 8.1% 6.1% 12.2% 1.7% 1.7% 8.8%

29歳以下 57 33.3% 5.3% 3.5% 12.3% 0.0% 3.5% 8.8%

30～39歳 80 30.0% 8.8% 2.5% 13.8% 6.3% 2.5% 8.8%

40～49歳 89 28.1% 7.9% 4.5% 12.4% 1.1% 0.0% 10.1%

50～59歳 77 23.4% 3.9% 0.0% 6.5% 2.6% 6.5% 15.6%

60～69歳 90 31.1% 1.1% 2.2% 14.4% 1.1% 3.3% 2.2%

70歳以上 39 15.4% 2.6% 0.0% 7.7% 0.0% 5.1% 12.8%

29歳以下 45 33.3% 6.7% 4.4% 20.0% 0.0% 2.2% 4.4%

30～39歳 38 31.6% 13.2% 13.2% 10.5% 10.5% 2.6% 13.2%

40～49歳 50 30.0% 10.0% 6.0% 14.0% 0.0% 2.0% 16.0%

50～59歳 45 33.3% 8.9% 8.9% 13.3% 0.0% 0.0% 6.7%

60～69歳 69 23.2% 7.2% 4.3% 5.8% 1.4% 2.9% 4.3%

70歳以上 47 23.4% 2.1% 0.0% 12.8% 0.0% 0.0% 10.6%

全体

前回

女性

男性

女
性

男

性

全体

前回

女性

男性

女

性

男
性

図表 問 27 あらゆる分野で女性リーダーが増えることによる影響（複数回答） 
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【男女共同参画に関する認知状況】 

問28．男女共同参画に関する次の「ことがら」について、見たり聞いたりしたことはあります

か。（○はいくつでも） 

 男女共同参画に関することがらの認知状況についてみると、「男女雇用機会均等法」（63.5％）

が最も多く、次いで「ストーカー規制法」（57.1％）、「セクシュアル・マイノリティ（性的少数者

ＬＧＢＴ等）」（45.5％）となっています。一方、「西脇市男女共同参画基本プラン～パートナー～」

は 9.6％と少なくなっています。 

性別、年代別にみると、男女ともに「男女雇用機会均等法」が最も多く、男女ともに各年代で

５割以上となっています。「ストーカー規制法」は全体の認知度は５割以上となっていますが、女

性の 29歳以下では 36.8％と低くなっています。また、「男女共同参画社会基本法」は男女ともに

29 歳以下では５割以上ですが、30 歳以上の認知度が低くなっています。「見たり聞いたりしたも

のはない」は男女ともに 30歳代～40歳代で多くなっています。 
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有
効
回
答
数

男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

防
止
及
び
被
害
者
の
保

護
等
に
関
す
る
法
律

（

Ｄ
Ｖ
防
止
法
）

ス
ト
ー

カ
ー

規
制
法

女
性
の
職
業
生
活
に
お

け
る
活
躍
の
推
進
に
関

す
る
法
律
（

女
性
活
躍

推
進
法
）

政
治
分
野
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
す
る
法
律

女
子
差
別
撤
廃
条
約

737 28.9% 63.5% 44.5% 57.1% 13.0% 7.1% 12.6%

372 30.1% 64.8% 44.6% 60.2% 11.3% - 10.2%

432 26.2% 62.3% 42.6% 54.9% 13.0% 5.6% 10.9%

296 33.4% 66.2% 48.3% 61.8% 13.5% 9.5% 15.5%

29歳以下 57 52.6% 57.9% 42.1% 36.8% 15.8% 8.8% 21.1%

30～39歳 80 25.0% 62.5% 31.3% 50.0% 15.0% 5.0% 8.8%

40～49歳 89 20.2% 64.0% 49.4% 61.8% 15.7% 3.4% 15.7%

50～59歳 77 15.6% 61.0% 39.0% 62.3% 9.1% 5.2% 5.2%

60～69歳 90 25.6% 64.4% 46.7% 58.9% 11.1% 7.8% 5.6%

70歳以上 39 25.6% 61.5% 48.7% 51.3% 10.3% 2.6% 12.8%

29歳以下 45 55.6% 62.2% 42.2% 60.0% 11.1% 17.8% 20.0%

30～39歳 38 21.1% 60.5% 47.4% 60.5% 10.5% 2.6% 18.4%

40～49歳 50 24.0% 62.0% 46.0% 52.0% 16.0% 4.0% 18.0%

50～59歳 45 40.0% 80.0% 66.7% 77.8% 17.8% 8.9% 11.1%

60～69歳 69 33.3% 72.5% 47.8% 66.7% 10.1% 10.1% 11.6%

70歳以上 47 25.5% 55.3% 40.4% 51.1% 14.9% 12.8% 12.8%

有
効
回
答
数

ジ
ェ

ン
ダ
ー
（

社

会
的
・
文
化
的
に

形
成
さ
れ
た
性

別
）

ワ
ー

ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス

（

仕
事
と
生
活
の

調
和
）

ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア

ク
シ
ョ

ン
（

積
極

的
格
差
是
正
措

置
）

セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

（

性
的
少
数
者
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（

持
続

可
能
な
開
発
目

標
）

西
脇
市
男
女
共
同

参
画
基
本
プ
ラ
ン

～

パ
ー

ト
ナ
ー
～

見
た
り
聞
い
た
り

し
た
も
の
は
な
い

737 43.0% 31.6% 4.9% 45.5% 11.4% 9.6% 17.0%

372 19.4% 22.0% 3.8% - - - 12.1%

432 44.9% 31.0% 4.4% 46.1% 10.0% 10.2% 16.9%

296 41.6% 33.4% 5.7% 45.9% 13.9% 9.1% 15.9%

29歳以下 57 54.4% 40.4% 7.0% 49.1% 17.5% 1.8% 17.5%

30～39歳 80 46.3% 37.5% 3.8% 46.3% 8.8% 7.5% 22.5%

40～49歳 89 48.3% 37.1% 6.7% 48.3% 9.0% 9.0% 19.1%

50～59歳 77 44.2% 28.6% 2.6% 44.2% 14.3% 14.3% 15.6%

60～69歳 90 45.6% 25.6% 3.3% 51.1% 7.8% 14.4% 13.3%

70歳以上 39 20.5% 7.7% 2.6% 28.2% 0.0% 12.8% 10.3%

29歳以下 45 60.0% 35.6% 8.9% 60.0% 17.8% 6.7% 15.6%

30～39歳 38 55.3% 47.4% 5.3% 42.1% 13.2% 7.9% 21.1%

40～49歳 50 40.0% 42.0% 2.0% 44.0% 22.0% 8.0% 26.0%

50～59歳 45 42.2% 48.9% 8.9% 57.8% 17.8% 11.1% 0.0%

60～69歳 69 40.6% 23.2% 7.2% 47.8% 11.6% 8.7% 14.5%

70歳以上 47 12.8% 8.5% 2.1% 21.3% 2.1% 10.6% 19.1%

全体

前回

女性

男性

女
性

男
性

全体

前回

女性

男性

女
性

男
性

図表 問 28 男女共同参画に関することがらの認知状況（複数回答） 
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91.8%

86.1%

80.5%

67.6%

59.5%

53.2%

25.9%

13.3%

12.8%

12.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男女雇用機会均等法

セクシュアル・ハラスメント

ドメスティック・バイオレンス

育児・介護休業法

男女共同参画社会基本法

ワーク・ライフ・バランス

男女共同参画社会づくり条例（兵庫県）

ポジティブ・アクション

県立男女共同参画センター「イーブン」

ひょうご男女いきいきプラン2020

(N=1,714)

（参考：県調査） 

 県調査をみると、本市調査と共通することがらでは、「男女雇用機会均等法」、「男女共同参画社

会基本法」、「ワーク・ライフ・バランス」、「ポジティブ・アクション」のいずれも本市は県より認

知度が低くなっています。また、「男女共同参画社会基本法」、「ワーク・ライフ・バランス」は本

市では５割未満となっています。 

図表 参考：県調査 男女共同参画に関する認知度 
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知
っ

て
お

り
、

利
用
し

た
こ
と
が
あ

る

知
っ

て
い
る

が
、

利
用
し

た
こ
と
は
な

い

知
ら
な
い

無
回
答

6.6%

5.6%

8.1%

7.0%

8.8%

5.6%

5.2%

3.3%

2.6%

11.1%

2.6%

10.0%

6.7%

7.2%

10.6%

38.4%

39.4%

36.1%

33.3%

38.8%

41.6%

31.2%

45.6%

46.2%

20.0%

21.1%

32.0%

46.7%

42.0%

48.9%

53.9%

54.2%

54.4%

57.9%

52.5%

51.7%

62.3%

50.0%

51.3%

68.9%

76.3%

58.0%

42.2%

50.7%

36.2%

1.1%

0.9%

1.4%

1.8%

1.1%

1.3%

1.1%

4.4%

4.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(N=737)

女性(N=432)

男性(N=296)

29歳以下(N=57)

30～39歳(N=80)

40～49歳(N=89)

50～59歳(N=77)

60～69歳(N=90)

70歳以上(N=39)

29歳以下(N=45)

30～39歳(N=38)

40～49歳(N=50)

50～59歳(N=45)

60～69歳(N=69)

70歳以上(N=47)

男
性

女
性

【西脇市男女共同参画センターの認知及び利用状況】 

問29．あなたは、西脇市茜が丘複合施設（みらいえ）内にある「西脇市男女共同参画センター」

を知っていますか、また、利用したことはありますか。（○は１つ） 

 「西脇市男女共同参画センター」の認知及び利用状況についてみると、「知らない」（53.9％）

が多く、次いで「知っているが、利用したことはない」（38.4％）、「知っており、利用したことが

ある」（6.6％）となっています。 

性別、年代別にみると、「知っており、利用したことがある」は男性（8.1％）が女性（5.6％）

より多く、男性の 29歳以下、40～49歳、70歳以上は１割以上となっています。また、女性は 30

～39歳を除いて各年代で男性より少なくなっています。 

図表 問 29 西脇市男女共同参画センターの認知及び利用状況 
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【男女共同参画社会を実現するための行政への要望】 

問30．男女共同参画社会を実現するために、行政に対してどのようなことを望みますか。 

（○はいくつでも） 

 男女共同参画社会を実現するために、行政に対してどのようなことを望むかについてみると、

「介護サービスの充実」（53.2％）が最も多く、次いで「子育てや介護中でも仕事を継続できる支

援」（49.4％）、「保育サービスや学童保育などの子育て支援の充実」（46.8％）となっています。 

 性別、年代別にみると、女性の 29歳以下では「保育サービスや学童保育などの子育て支援の充

実」、30～39歳では「子育てや介護中でも仕事を継続できる支援」、男性の 29歳以下では「子育て

や介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職の支援」、それ以外では「介護サービスの充実」がそ

れぞれ最も多くなっています。 
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有
効

回
答

数

広
報

誌
や

講
演

会
な

ど

に

よ
る

男
女

の
平

等
と

相

互

理
解

に
つ

い
て

の
啓

発

学
校

な
ど

に
お

け
る

男

女

平
等

教
育

の
推

進

社
会

教
育

・
生

涯
学

習

の

場
で

の
学

習
の

充
実

職
場

に
お

け
る

男
女

均

等

な
取

扱
い

に
つ

い
て

の

周

知
徹

底

労
働

時
間

の
短

縮
や

在

宅

勤
務

の
普

及
な

ど
働

き

方

の
見

直
し

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
学

童

保

育
な

ど
の

子
育

て
支

援

の

充
実

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

検
診

体
制

や
相

談
な

ど

健

康
に

関
す

る
事

業
の

充

実

地
域

活
動

に
お

け
る

男

女

共
同

参
画

の
推

進

防
災

・
災

害
活

動
に

お

け

る
男

女
共

同
参

画
の

推

進

737 21.2% 35.3% 24.2% 36.4% 33.0% 46.8% 53.2% 12.2% 17.6% 13.4%

372 29.0% 39.0% 24.7% 35.8% - 47.0% 50.5% 10.5% 25.8% -

432 16.0% 33.6% 21.5% 36.3% 34.7% 48.8% 53.5% 11.1% 13.9% 10.2%

296 28.0% 37.5% 27.0% 36.8% 29.7% 44.6% 53.0% 13.5% 23.0% 17.9%

29歳以下 57 12.3% 35.1% 15.8% 38.6% 63.2% 64.9% 40.4% 10.5% 8.8% 5.3%

30～39歳 80 10.0% 38.8% 13.8% 40.0% 41.3% 48.8% 35.0% 12.5% 7.5% 10.0%

40～49歳 89 15.7% 34.8% 24.7% 38.2% 38.2% 43.8% 58.4% 10.1% 14.6% 9.0%

50～59歳 77 15.6% 26.0% 18.2% 35.1% 28.6% 39.0% 55.8% 6.5% 9.1% 6.5%

60～69歳 90 21.1% 41.1% 32.2% 33.3% 17.8% 54.4% 65.6% 11.1% 24.4% 17.8%

70歳以上 39 23.1% 15.4% 20.5% 30.8% 23.1% 43.6% 66.7% 20.5% 17.9% 10.3%

29歳以下 45 20.0% 40.0% 24.4% 51.1% 44.4% 42.2% 35.6% 8.9% 17.8% 13.3%

30～39歳 38 13.2% 34.2% 23.7% 36.8% 39.5% 47.4% 47.4% 15.8% 10.5% 26.3%

40～49歳 50 18.0% 36.0% 34.0% 30.0% 34.0% 50.0% 58.0% 8.0% 16.0% 14.0%

50～59歳 45 33.3% 48.9% 35.6% 42.2% 37.8% 46.7% 62.2% 22.2% 24.4% 22.2%

60～69歳 69 40.6% 34.8% 29.0% 34.8% 14.5% 50.7% 58.0% 11.6% 34.8% 17.4%

70歳以上 47 34.0% 34.0% 14.9% 27.7% 19.1% 29.8% 53.2% 17.0% 25.5% 17.0%

有
効

回
答

数

災
害

時
の

避

難
所

に
お

け
る

性
別

に

配
慮

し
た

対
応

審
議

会
等

の

委
員

へ
の

女
性

の
登

用

女
性

の
就

労

支
援

の
充

実 子
育

て
や

介

護
中

で
も

仕
事

を
継

続

で
き

る
支

援 子
育

て
や

介

護
等

で

い
っ

た
ん

仕

事
を

辞
め

た
人

の
再

就

職
の

支
援

地
域

で
の

女

性
リ
ー

ダ
ー

の
育

成

女
性

に
対

す

る
暴

力
を

根
絶

す
る

た

め
の

取
組

男
女

共
同

参

画
セ

ン

タ
ー

の
充

実

女
性

や
男

性

の
生

き
方

や
悩

み
に

関

す
る

相
談

の
場

の
提

供

そ
の

他

737 23.9% 11.5% 31.3% 49.4% 45.9% 12.5% 16.7% 10.7% 22.4% 1.5%

372 - 12.1% 27.7% - - 15.1% - 12.9% - 2.4%

432 25.7% 9.3% 32.6% 52.3% 49.3% 9.0% 16.4% 8.6% 21.8% 1.4%

296 21.6% 15.2% 29.1% 45.3% 40.5% 17.2% 16.2% 13.2% 22.3% 1.7%

29歳以下 57 26.3% 10.5% 35.1% 59.6% 54.4% 8.8% 24.6% 7.0% 26.3% 0.0%

30～39歳 80 26.3% 8.8% 27.5% 60.0% 42.5% 8.8% 18.8% 8.8% 35.0% 2.5%

40～49歳 89 24.7% 10.1% 41.6% 49.4% 47.2% 6.7% 15.7% 5.6% 23.6% 2.2%

50～59歳 77 27.3% 1.3% 24.7% 46.8% 41.6% 5.2% 13.0% 5.2% 16.9% 1.3%

60～69歳 90 23.3% 16.7% 32.2% 55.6% 61.1% 15.6% 17.8% 13.3% 15.6% 1.1%

70歳以上 39 28.2% 5.1% 35.9% 35.9% 48.7% 7.7% 5.1% 12.8% 7.7% 0.0%

29歳以下 45 24.4% 8.9% 46.7% 51.1% 53.3% 13.3% 17.8% 22.2% 17.8% 2.2%

30～39歳 38 23.7% 13.2% 26.3% 44.7% 36.8% 7.9% 18.4% 15.8% 31.6% 2.6%

40～49歳 50 20.0% 14.0% 38.0% 50.0% 42.0% 20.0% 16.0% 10.0% 18.0% 0.0%

50～59歳 45 28.9% 22.2% 37.8% 55.6% 42.2% 20.0% 20.0% 15.6% 31.1% 0.0%

60～69歳 69 23.2% 18.8% 17.4% 43.5% 39.1% 20.3% 15.9% 13.0% 21.7% 2.9%

70歳以上 47 10.6% 12.8% 14.9% 29.8% 29.8% 17.0% 10.6% 4.3% 17.0% 2.1%

全体

前回

女性

男性

女
性

男

性

全体

前回

女性

男性

女
性

男

性

図表 問 30 男女共同参画社会を実現するための行政への要望（複数回答） 
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64.1%

63.8%

63.7%

58.6%

56.6%

47.3%

46.5%

41.4%

25.7%

23.1%

21.7%

5.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

保育の施設・サービス、高齢者や病人の施設、

介護サービスを充実する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に

働き方の見直しを進める

子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう

支援する

子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の

再就職を支援する

法律や制度の見直し・強化

（両立支援、雇用均等、女性登用等）

国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、

政策決定の場に女性を積極的に登用する

民間企業・団体等の管理職に女性の登用が

進むよう支援する

従来、女性が少なかった分野（研究者等）への

女性の進出を支援する

男女の平等と相互の理解や協力について

学習機会を充実する

男女の平等と相互の理解や協力について

広報・ＰＲする

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を

提供する

その他

(N=1,714)

（参考：県調査） 

 県調査をみると、本市調査とは選択肢が異なるため単純に比較はできませんが、本市と同様に

子育てや介護に関する施策が上位を占めています。「労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共

に働き方の見直しを進める」は県調査の結果では 63.8％となっていますが、本市調査の同様の項

目（「労働時間の短縮や在宅勤務の普及など働き方の見直し」）では 33.0％となっています。 

図表 参考：県調査 男女共同参画社会の実現に必要な施策 
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（７）自由意見 

男女共同参画社会の実現に向けた取組について、ご意見・ご要望があればどんなことでも結構で

す。ご自由にお書きください。 

男女共同参画社会の実現に向けた取組について、自由に意見・要望を記述いただいたところ 74

件の記述がありました。内容ごとに分類した結果は以下の通りです。記述いただいた内容が複数

に及ぶ場合はそれぞれに計上しているため、各内容の合計と記述があった件数は一致しません。 

内容 件数 

地域における男女共同参画の課題について 11 

子育て支援、子育てと仕事の両立支援について 9 

性別による差や能力の違いがあるなどのご意見 8 

家庭における男女共同参画について 8 

意識啓発や男女共同参画施策の宣伝について 7 

男女共同参画社会の実現は難しい等のご意見 6 

介護支援の充実について 6 

男女共同参画社会の実現に対する期待について 5 

地域に関するその他のご意見 5 

職場における男女共同参画の推進について 5 

ワーク・ライフ・バランスの推進について 5 

高齢者の意識啓発について 4 

「男女共同参画」の具体的内容がわからない等のご意見 4 

学校での人権教育、男女平等教育の推進について 3 

就労支援の充実について 3 

男性の育児休業の取得促進について 2 

DV やセクハラ等の人権侵害について 2 

ひとり親家庭の支援について 2 

市政について 10 

アンケートについて 12 

その他のご意見 6 

合計 123 

記述があった件数 74 
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【意見紹介（一部） ※原則として、記述があった内容のまま掲載しています。】 

○地域における男女共同参画の課題について 

・男性でもなり手の無い「自治会の長」ましてや女性では、と思うけれど地域での半数とは言わ

ないけど、２、３人でも女性の長が出来れば何か変わっていかないかなと思う。このアンケー

トをしてより強くそう思った。 

・徐々に女性の活躍の場が広がって来ている様に感じられますが、町内の役員が回ってきた時な

どはまだまだ男性が「するもの」と決まっているように感じます。私が結婚して 50年足らずに

なりますが、その当時とは随分考え方が違ってきています。これからは世代交代と共にますま

す考え方も進んで男女の格差もなくなると信じています。 

・西脇市の多くの地区役員が男性のみで構成されています。こういうことは全地区を対象に、西

脇市をあげて女性の役員の枠を設けて、市全体の女性役員を増やしていったらいいと思います。 

 

○子育て支援、子育てと仕事の両立支援について 

・子育て世代がもっと仕事も子育てもしやすい日々を過ごせるようにしてほしい。子供たちが地

域の小学校やこども園に希望通り通えるようにしてほしい。待機児童や小学校、中学校の合併

問題。 

・女性が仕事につくように頑張らせるのではなく、保育所を増やしたり男性が育休や子育てのた

めの休みを取りやすくしたりするなど、社会の意識や職場の意識改革が必要。保育所を増やし

たり介護サービスを充実させるには、福祉の職員の給与や待遇を良くする必要があると思いま

す。西脇市に転入しましたが、子育てには安心のイメージがあります。期待しています。 

・従業員が育児や介護など家庭を大切にするために、時短や休業を認めた企業への経済的支援が

ないと、中小企業はワークバランスを推進したくてもできない状況にあると思います。今も多

少制度はあるが、使いづらく不十分です。市に言うことではないかもですが。 

 

○性別による差や能力の違いがあるなどのご意見 

・女だから、男だからという考えをなくす、減らす活動はすすんでも、世間の目は変わりません。

なのである程度の男女の差は仕方ないし受け入れるべきと思います。それをいけないことと

考えられるとさらに男女差の考え方に中途半端さを感じます。結局は世間の目や考えは変わ

らないのだと思います。 

・全てを男女共同参画する必要はないと思う。体力を要するものは男性だけ、と割り切って良い

と思う。男女納得できる範囲で、得意分野を活かせる社会活動の枠作りをすればよいと思う。

また、何事も「こうしなければならない」と言った強制は持たせず、自分から必要性を感じら

れるような説明を行い、自発的に取り組めるようにする必要があると思う。 

・男女共同参画社会ってよく分からないから、アンケートに答えにくかった。育児は私がするも

のだ、介護は私がするものだと全部してきました。主人は外で一生懸命働いているのだから、

それ以上の負担をかけようと思ったことはない。そもそも、男性と女性は役割が違うのだから、

同じステージに立とうとは思わない。 
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○家庭における男女共同参画について 

・家事、特に炊事洗濯、掃除を男女平等に担うという社会通念を浸透させる事が男女平等への近

道と考える。 

・出産後 24時間体制での育児、合間に家事、友達や家族も近くにいない環境、週に１回２～３時

間しかない自分の時間に、大変つらい時期だったと思います。体調を見ながら、気分転換に短

時間でも働けて、夫にも育児の時間を作ってもらい、夫婦で子育ての大変さを共感できるよう

な環境になれたらいいなと思います。 

・女性が社会で活躍できるための法律はできていますが、同時に男性が家庭で活躍できるように

していかないと、法律だけでは実現できません。とにかく「家事は女性」の概念を幼少期から

変えていかないと、男女平等社会は単なる理想論でしかないと考えています。 
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